
テ
ー
マ
「
行
こ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
頂
へ
。」

公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
）
は
７
月
16
日
、
令
和
７
年

度
第
３
回
理
事
会
を
開
催
。
長
野
県
を
令

和
10
年
（
２
０
２
８
）
に
行
わ
れ
る
第

82
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
冬
季
大
会
・
本

大
会
の
開
催
地
と
し
て
正
式
に
決
定
し
た
。

遠
藤
利
明
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
会
長
か
ら
阿
部
守
一

長
野
県
知
事
に
開
催
決
定
書
が
手
渡
さ
れ

た
。
併
せ
て
第
27
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
長
野
県
開
催
も
決
定
し
た
。

大
会
の
通
称
は
「
信
州
や
ま
な
み
国
ス
ポ
・

全
障
ス
ポ
」。
長
野
県
で
の
開
催
は
昭
和

53
年
の
「
や
ま
び
こ
国
体
」「
や
ま
び
こ

大
会
」
以
来
で
50
年
ぶ
り
と
な
る
。

３
つ
の
競
技
会
場
が
千
曲
市
に

８
月
６
日
、
千
曲
市
役
所
で
開
か
れ

た
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
千
曲
市
準
備

委
員
会
第
２
回
総
会
で
組
織
改
正
案

を
承
認
、
引
き
続
き
千
曲
市
実
行
委
員
会

の
第
１
回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
総
会
で

は
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
案
と
収
支
予

算
案
が
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

千
曲
市
が
会
場
と
な
る
競
技
は
新
体
操

（
少
年
男
子
・
少
年
女
子
）、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
（
成
年
男
子
・
成
年
女
子
・
少
年
男
子
・

少
年
女
子
※
上
田
市
と
東

御
市
も
会
場
）
、
ボ
ッ

チ
ャ
（
身
体
障
が
い
）
の

３
競
技
。
こ
と
ぶ
き
ア
リ
ー

ナ
千
曲
の
ほ
か
、
現
在
の

戸
倉
体
育
館
と
戸
倉
上
山

田
中
学
校
体
育
館
が
使
用
さ
れ
る
。

信
州
や
ま
な
み
国
ス
ポ
本
大
会
開
催
期

間
は
令
和
10
年
10
月
１
日
か
ら
11
日
ま

で
で
、
各
競
技
が
行
わ
れ
る
詳
細
な
日
程

は
年
内
に
決
定
と
な
る
見
込
み
だ
（
全
障

ス
ポ
の
日
程
も
年
内
に
決
定
予
定
）。
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地球の水と空気をもっときれいに

株式会社長野セラミックス

９月の花 秋明菊
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クス／坂城どんどん・千曲川納
涼煙火大会・オオルリシジミ・
森将軍塚古墳館【第 11 面】カ
ルチャー・連載【第 12 面】ス
ポーツ／WEリーグ開幕ほか

更
埴
招
魂
殿

「み
た
ま
祭
」（
稲
荷
山
）

戦後80年となる８月15日の終戦記念日、千曲市
更埴招魂殿奉賛会は稲荷山の招魂殿で戦没者を追悼
する「みたま祭」を執り行った。同奉賛会は更埴地
区の戦死者、戦病死者及び軍属、義勇軍、開拓団員
等の戦没者の追悼を続けている。今年も奉賛会役員
が招魂殿内に祭壇を設け、11時から14時まで一般
の拝礼と記帳を受け付けた。11時50分からは式典
を開始し、東京の日本武道館で行われている全国戦
没者追悼式の模様をラジオで流して拝礼と黙とうを
行った。奉賛会会長の山本正勝さんは「現在私たち
が当たり前のように思っている平和と繁栄が、戦地
で亡くなられた多くの尊い犠牲の上に成り立ってい
ることは忘れてはならない。こうした事実を風化さ
せることなく次の世代に語り継ぐことが、いまを生
きる我々世代の宿命と責任だと思っている」と挨拶
した。式典後は同所で奉賛会の総会を開いた。
現在同奉賛会の役員は千曲市遺族会の各地区会長

らが兼任している。同遺族会の会員は160人ほどだ
が、高齢化し存続が難しくなっているという。山本
会長は「これからは語りべ事業などにも取り組み、
何とか活動を継続していきたい」と話す。

今月のちくま百景
「
や
ま
び
こ
国
体
」か
ら
50
年

長
野
冬
季
五
輪
・
パ
ラ
か
ら
30
年千曲市準備委員会第２回総会および

千曲市実行委員会第１回総会（千曲市役所）ハンドボールのパネル
（写真はともに長野県出身の松嶋徹選手と小林歩夢選手）

２
０
２
８

信
州
や
ま
な
み
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ

千
曲
市
実
行
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト

【特集】

ちくま未来新聞
ＷＥＢ

千曲坂城地域 市民広報紙

８
月
15
日
「
第
70
回
坂
城
町
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が
町
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
式
典
の
冒
頭
で
は
終
戦
記
念
日
に
併
せ

黙
と
う
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
の
対
象
者
は
１
５
６
人
で
、
そ
の

う
ち
１
０
７
人
が
出
席
。
主
催
者
挨
拶
で
山
村
町
長
は
国
際
情
勢

な
ど
に
触
れ
、
現
在
が
「
近
世
の
大
転
換
期
」
だ
と
し
「
改
め
て

命
の
大
切
さ
、
平
和
の
大
切
さ
や
国
の
在
り
方
を
考
え
る
機
会
に

し
て
ほ
し
い
」
と
語
り
か
け
た
。
実
行
委
員
会
は
坂
城
中
学
校
で

の
５
ク
ラ
ス
か
ら
２
人
ず
つ
合
計
10

人
が
務
め
た
（
写
真
）
。
実
行
委

員
長
の
伊
達
亮
哉
さ
ん
は
代
表
し

て
「
い
つ
か
こ
の
町
に
貢
献
で
き

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
た
。
会
場
で
は
中

学
時
代
の
恩
師
か
ら
当
時
の
学
校

生
活
な
ど
に
つ
い
て
の
記
憶
力
を

問
う
ク
イ
ズ
が
出
題
さ
れ
た
り
、

小
中
学
校
時
代
の
卒
業
式
の
映
像

が
上
映
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

第70回 坂城町二十歳のつどい

千曲市キャラクター
「あん姫」のやまなみ
国スポ・全障スポ大会
仕様デザイン（左上か
ら新体操、ハンドボー
ル、ボッチャ）
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ケーブルネット千曲
９月のおススメ

株式会社 信州ケーブルテレビジョン

千
曲
市
内
の
山
城
関
係
３
団
体
（
一
重
山

み
ら
い
会
議
、
川
西
地
区
振
興
連
絡
協
議

会
、
新
山
の
歴
史
と
自
然
に
学
ぶ
会
）
は
第

３
回
の
山
城
狼
煙
リ
レ
ー
の
開
催
に
向
け
８

月
18
日
、
市
歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
打
ち

合
わ
せ
を
行
っ
た
。
今
回
初
め
て
坂
城
町
か

ら
坂
城
町
葛
尾
城
跡
保
存
会
顧
問
の
田
原
茂

樹
さ
ん
、
町
内
の
山
城
保
存
活
動
に
携
わ
る

長
谷
川
修
さ
ん
が
参
加
。
ま
た
、
市
歴
史
文

化
財
セ
ン
タ
ー
か
ら
平
林
主
任
も
話
し
合
い

に
加
わ
っ
た
。

田
原
さ
ん
に
よ
る
と
葛
尾
城
は
火
気
使
用

や
設
営
の
条
件
が
厳
し
い
と
の
こ
と
で
、
南

条
に
あ
る
和
合
城
か
ら
狼
煙
を
上
げ
る
こ
と

が
提
案
さ
れ
て
決
定
し
た
。
和
合
城
は

虚
空
蔵
山
か
ら
西
へ
伸
び
た
尾
根
上
に
あ
る

こ
く
ぞ
う
ざ
ん

山
城
で
上
田
市
と
の
境
に
あ
た
る
が
、
荒
砥

城
か
ら
直
線
上
に
視
認
す
る
こ
と
が
可
能
な

た
め
、
和
合
城
を
出
発
地
点
に
荒
砥
城
～
入

山
城
～
屋
代
城
～
小
坂
城
の
順
で
南
か
ら
北

に
向
か
っ
て
狼
煙
を
リ
レ
ー
す
る
方
向
で
計

画
を
練
っ
た
。
期
日
は
10
月
12
日
（
日
）
と

決
ま
っ
た
。
千
曲
市
の
３
団
体
か
ら
は
昨
年

ま
で
の
実
施
方
法
を
説
明
し
、
周
知
用
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
配
布
方
法
を
協
議
し

た
。
ま
た
、
製
作
費
の
分
担
に
つ
い
て
も
話

し
合
っ
た
。

そ
の
後
、
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
山
城
で
の

活
動
状
況
な
ど
を
紹
介
。
坂
木
宿
ふ
る
さ
と

歴
史
館
と
上
山
田
の
見
性
寺
で
開
催
さ
れ
る

県
立
歴
史
館
・
村
石
課
長
に
よ
る
歴
史
講
演

会
や
、
森
将
軍
塚
古
墳
館
で
開
催
中
の
山
城

の
企
画
展
な
ど
に
つ
い
て
も
情
報
共
有
し

た
。
ま
た
、
田
原
さ
ん
が
坂
城
町
で
作
成
し

て
い
る
「
さ
か
き
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
」
を
配
布
し
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

第
３
回
山
城
狼
煙
リ
レ
ー

坂
城
町
か
ら
も
参
加
へ

一
重
山
み
ら
い
会
議

打ち合わせの様子（８月18日）

さ
ら
は
に
ズ
ム

ち
く
ま
論
説

▼
８
月
12
日
、
長
野
県
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
の
長
野
地
域
部
会
は
千
曲
市
と
須
坂

市
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
「
屋
代
須
坂
線
」
の
見

直
し
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。
同
路
線
を

運
行
す
る
長
電
バ
ス
の
鈴
木
立
彦
社
長
は

「
減
便
も
し
く
は
撤
退
を
お
願
い
し
た
い
」

と
し
て
県
や
沿
線
自
治
体
に
協
議
を
要
請
し

た
。
▼
同
路
線
は
長
野
電
鉄
屋
代
線
の
廃
止

に
対
す
る
代
替
バ
ス
と
し
て
２
０
１
２
年
に

運
行
開
始
。
千
曲
市
か
ら
松
代
病
院
へ
通
院

す
る
高
齢
者
や
、
屋
代
南
高
校
と
屋
代
高
校

の
生
徒
に
と
っ
て
は
替
え
の
利
か
な
い
貴
重

な
交
通
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
昨
年
、
利
用

者
の
減
少
と
運
転
手
不
足
を
理
由
に
減
便
と

な
っ
た
。
▼
同
協
議
会
で
は
路
線
廃
止
に
係

る
協
議
は
沿
線
自
治
体
へ
の
事
前
相
談
の
う

え
意
見
交
換
を
行
い
、
関
係
者
に
よ
る
合
意

形
成
を
得
る
と
し
て
い
る
。
出
席
者
か
ら
は

「
中
学
生
が
進
路
を
検
討
す
る
10
月
ま
で
に

代
替
の
移
動
手
段
を
提
示
し
て
ほ
し
い
」
と

の
要
望
が
出
さ
れ
た
と
い
う
。
今
後
の
進
展

を
注
視
し
た
い
。
▼
一
方
、
千
曲
市
で
は
屋

代
線
跡
地
を
自
転
車
通
行
空
間
と
し
て
整
備

中
だ
。
旧
東
屋
代
駅
か
ら
Ａ
コ
ー
プ
あ
ん
ず

店
ま
で
の
区
間
は
一
昨
年
供
用
開
始
さ
れ
、

県
道
白
石
千
曲
線
の
倉
科
踏
切
ま
で
の
区
間

も
今
年
度
中
に
供
用
開
始
の
予
定
と
な
っ
て

い
る
（
雨
宮
工
区
は
今
年
度
中
に
着
工
予

定
）
。
完
成
後
は
屋
代
小
、
屋
代
中
の
通
学

路
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
（
Ｗ
・
Ｓ
）

漫
画
「
家
康
の
軍
師

屋
代
秀
正
」
刊
行
に

戦
国
時
代
、
北
信
濃
の
地
で
甲
斐
の
武
田

や
越
後
の
上
杉
と
い
っ
た
強
国
の
狭
間
で
し

た
た
か
に
生
き
抜
い
た
戦
国
武
将
・
屋
代
氏

を
描
い
た
漫
画
「
家
康
の
軍
師

屋
代
秀

正
」
が
い
よ
い
よ
刊
行
と
な
る
（
発
行
・
龍

鳳
書
房
）
。
後
に
徳
川
家
康
に
仕
え
て
手
腕

を
発
揮
し
た
屋
代
秀
正
を
主
人
公
に
小
中
学

生
で
も
読
み
や
す
い
漫
画
で
紹
介
。
解
説

パ
ー
ト
は
長
野
県
立
歴
史
館
の
村
石
正
行
文

献
史
料
課
長
が
監
修
を
務
め
、
新
発
見
の
史

実
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
屋

代
氏
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
歴
史
書
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
戦
国
史
の
愛
好
家
に
も
読
み
応

え
の
あ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
一
重
山
み

ら
い
会
議
も
本
書
の
企
画
に
関
わ
っ
た
。
刊

行
に
当
た
り
副
代
表
の
越
洋
子
さ
ん
は
「
屋

代
秀
正
が
保
持
し
続
け
た
屋
代
家
の
古
文
書

や
形
見
は
本
当
に
貴
重
な
も
の
で
す
。
屋
代

氏
が
守
り
続
け
た
宝
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、

是
非
、
地
元
の
武
将
の
生
き
様
を
子
供
達
に

知
っ
て
欲
し
い
で
す
」
と
話
す
。
屋
代
西
沢

書
店
で
取
り
扱
い
（
税
込
１
６
５
０
円
）
。

建設中の屋代線跡地・屋代工区
（市道屋代中学校北線・倉科踏切付近）

◆
主
な
講
座
（
予
定
講
座
含
む
）

歴
史
～
地
域
の
歴
史
講
座
、
大
人
の
遠

足
会
、
ふ
る
さ
と
探
検
ツ
ア
ー
、
歴

史
文
化
再
生
支
援
講
座
等

文
化
～
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
会
、
音
楽

楽
・
美
術
等
芸
術
講
座
等

教
養
～
読
書
会
、
映
画
研
究
会
等
教
養

講
座

趣
味
～
囲
碁
将
棋
・
写
真
撮
影
等
趣
味

講
座

ま
ち
づ
く
り
～
ち
く
ま
大
百
科
講
座
、

ま
ち
未
来
戦
略
サ
ロ
ン
、
ち
く
ま
未

来
チ
ャ
ッ
ト
、
ま
ち
未
来
塾
・
ま
ち

な
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ま
ち
活
性
化

デ
ザ
イ
ン
・
中
心
市
街
地
活
性
化
研

究
、
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
研
究
等

学
習
支
援
～
学
習
支
援
子
ど
も
カ
フ
ェ

（
小
中
学
生
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習

体
験
・
算
数
数
学
何
で
も
教
室
等
）

学
び
直
し
～
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
教

室
、
デ
ジ
サ
ロ
ン
、
新
た
な
仕
事
の

ス
キ
ル
講
座
等

現
代
課
題
講
座
～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｉ
Ｔ
・

Ｄ
Ｘ
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
、
科
学
技

術
、
経
営
革
新
、
金
融
等
講
座

学
び
直
し
～
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
教
室

、
デ
ジ
サ
ロ
ン
、
新
た
な
仕
事
の
ス

キ
ル
講
座
等

現
代
課
題
講
座
～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｉ
Ｔ
・

Ｄ
Ｘ
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
、
科
学
技

術
、
経
営
革
新
、
金
融
等
講
座

◆
◆

ち
く
ま
未
来
大
学
＆
ち
く
ま
み
ら
い
カ
レ
ッ
ジ

◆
◆

人
生
１
０
０
年
時
代
の
新
た
な
学
び
の
展
開

屋
代
駅
前
通
り
商
店
街
・
西
沢
書
店
二
階
に
拠
点
を
構
え
る
「
ち
く
ま
未
来
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
ち
く
ま
未
来
戦
略
研
究
機
構
の
事
務
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
市

民
が
企
画
運
営
す
る
第
三
の
学
び
舎
で
も
あ
り
ま
す
。

今
号
で
は
、
「
学
び↓

仕
事↓

引
退
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
一
直
線
の
人
生
か
ら
、

年
齢
や
働
き
方
に
関
わ
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
沿
っ
た
新
た
な
学
び
を
展
開
す
る

「
ち
く
ま
未
来
大
学
＆
ち
く
ま
未
来
カ
レ
ッ
ジ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

ちくま未来の学び
かけがえのない地球環境を守り
たい/人情あふれる温かな街を創
りたい/にぎわいと活気あふれる
街を創りたい/豊かな生きがいの
ある街を創りたい/起業創業・も
のづくり・ビジネス、働きがい
のある街を創りたい等々
未来を皆で切り拓く仲間の教
室。お気軽にご参加ください。
現役の方、シニア、子育てママ
さん、高校生・大学生大歓迎。

講
師
・
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

講
座
・
教
室
の
企
画
、
講
師
や
ア
シ

ス
タ
ン
ト
と
な
る
市
民
の
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

ち
く
ま
未
来
戦
略
研
究
機
構
事
務
局

☎

０
２
６‐

２
１
４‐

７
９
０
５
に

お
問
合
せ
下
さ
い

お申込みはこちらまで
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千
曲
市
が
国
土
交
通
省
の
「
か
わ
ま
ち

づ
く
り
支
援
制
度
」
に
申
請
し
た
「
戸
倉

上
山
田
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
が

８
月
１
日
付
で
登
録
と
な
り
、
25
日
に
市

役
所
で
登
録
証
伝
達
式
が
開
催
さ
れ
た
。

平
成
21
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
国
交
省
の

「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
」
は
、
地

域
活
性
化
の
た
め
の
景
観
・
歴
史
・
文
化

及
び
観
光
基
盤
な
ど
地
域
の
資
源
を
活
用

し
て
「
河
川
空
間
」
と
「
ま
ち
空
間
」
が

融
合
し
た
良
好
な
空
間
形
成
を
目
指
す
取

組
へ
の
支
援
制
度
。
今
回
全
国
で
新
た
に

17
か
所
が
登
録
さ
れ
、
北
陸
地
方
整
備
局

管
内
で
は
千
曲
川
を
対
象
河
川
と
す
る
戸

倉
上
山
田
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
が

唯
一
の
登
録
対
象
と
な
っ
た
。

こ
の
計
画
で
は
総
合
運
動
公
園
基
本
構

想
に
あ
る
千
曲
川
右
岸
河
川
敷
エ
リ
ア
に

加
え
て
、
左
岸
の
戸
倉
千
曲
川
緑
地
公
園

の
整
備
も
行
う
。
水
害
リ
ス
ク
も
考
慮
し

た
施
設
整
備
に
よ
っ
て
、
自
然
環
境
と
共

生
で
き
る
空
間
を
活
用
す
る
も
の
。
河
川

空
間
の
魅
力
を
引
き
出
し
、
水
辺
と
ま
ち

が
繋
が
る
空
間
の
創
造
を
目
指
す
。

各種競技の長野県大会で優秀な成績を収め
た市内の小中学生がそれぞれ地区ブロック大
会への出場を手にした。７月30日、千曲市役
所を訪問して大会への出場報告を行った。
長野県小学生陸上競技交流大会で戸倉小学

校６年の小出愛実さん（坂城ＪＡＣ）は４×
あ い み

１００ｍ男女混合リレーに出場し３位となっ
た。８月23日に三重県で行われる東海小学生
陸上競技大会への出場が決定。学校では児童
会長も務める小出さんは「第一走を任された
ので緊張するけれど頑張ります」と話した。
今後は走り幅跳びに転向するとのことだ。
同日、北信越中学校総合競技大会（開催

地・福井県・７月29日∼８月８日）に出場を
決めた戸上中のバスケットボール男子、ハン
ドボール男子・女子、埴生中の陸上競技男子
400ｍ・小林悠くん、更埴西中のハンドボー
ル女子（田毎）、屋代中のハンドボール男子
（杏苑）も小川市長を表敬訪問、抱負を述べ
て活躍を誓った【第６面にコメント】。

千曲市内の小中学生が
大会前に表敬訪問

千
曲
市
で
活
動
す
る
小
学
生
の

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
・
長
野
イ

エ
テ
ィ
キ
ッ
ズ
が
６
月
に
戸
倉
体

育
館
で
行
わ
れ
た
全
国
小
学
生
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
長
野
県
予
選
会

で
男
子
チ
ー
ム
、
女
子
チ
ー
ム
と

も
に
全
国
出
場
を
決
め
た
（
高
学

年
の
部
）
。
男
子
チ
ー
ム
は
２
年

連
続
、
女
子
チ
ー
ム
は
４
年
連
続

の
全
国
大
会
出
場
と
な
る
。

全
国
大
会
を
前
に
７
月
28
日
、

チ
ー
ム
は
千
曲
市
役
所
を
表
敬
訪

問
。
小
川
市
長
に
抱
負
を
語
っ

た
。
男
子
キ
ャ
プ
テ
ン
の
髙
僧

悠
圭
く
ん
は
「
日
々
の
練
習
の
成

は
る
か

果
を
発
揮
し
て
、
全
国
で
１
勝
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
話

し
た
。
女
子
キ
ャ
プ
テ
ン
の
柳
沢

希
海
さ
ん
も
「
１
勝
が
目
標
」
と

の

あ
意
気
込
み
を
語
っ
た
。
市
長
か
ら

激
励
の
言
葉
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
、
チ
ー
ム
か
ら
は
市
長
に
チ
ー

ム
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
贈
呈
さ
れ
た
。

全
国
大
会
は
７
月
31
日
か
ら
８

月
３
日
ま
で
京
都
府
で
行
わ
れ

た
。
【
試
合
結
果
】
男
子
・
熊
本

セ
ル
ベ
ス
タ
Ｊ
ｒ
．
17‐

10
長
野

Ｙ
Ｋ
／
女
子
・
大
阪
ラ
ヴ
ィ
ッ
ツ

み
ら
い
19‐

11
長
野
Ｙ
Ｋ

お
今
年
度
の
長
野
地
方
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
に
よ
る
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会
が
８
月
９

日
、
戸
倉
創
造
館
で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
し
た
の
は
千
曲
市
を
含
む
１
市

４
町
２
村
（
坂
城
町
、
小
布
施
町
、

高
山
村
、
信
濃
町
、
飯
綱
町
、
小
川

村
）
の
中
学
生
た
ち
35
人
で
、
異
な

る
市
町
村
が
一
緒
に
な
っ
て
７
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
（
写
真
）
。

次
世
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

す
る
目
的
で
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の

研
修
会
は
、
か
つ
て
は
長
野
広
域
圏

の
市
町
村
に
よ
る
構
成
だ
っ
た
も
の

が
、
現
在
は
長
野
市
以
外
の
８
市
町

村
と
な
っ
て
い
る
（
今
年
度
須
坂
市

は
不
参
加
）
。
以
前
は
大
池
キ
ャ
ン

プ
場
で
泊
り
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

会
場
を
戸
倉
創
造
館
に
変
更
し
て
日

帰
り
の
日
程
と
な
っ
た
。
生
徒
た
ち

は
創
造
館
の
施
設
全
体
を
使
っ
た
ク

イ
ズ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
挑
戦
し

た
り
、
各
地
域
の
地
元
の
カ
ル
タ
を

楽
し
ん
だ
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
協
力

し
て
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
り
、
話
し
合

い
を
し
た
り
す
る
な
か
で
市
町
村
を

超
え
た
交
流
を
深
め
て
い
た
。

北信越中学校総合競技大会
に出場する中学生たち

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会
が
開
催

市役所での登録証伝達式

（
手
前
）
男
子
チ
ー
ム

（
奥
）
女
子
チ
ー
ム

千
曲
市
役
所
こ
も
れ
び
テ
ラ
ス
な
ど
を
会
場

に
し
た
能
登
半
島
地
震
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン

ト
「
ち
く
ま
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
」
が

８
月
23
日
開
催
さ
れ
た
。
屋
外
の
こ
も
れ
び
テ
ラ

ス
に
は
市
内
外
か
ら
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
集
ま
っ

た
ほ
か
、
千
曲
坂
城
消
防
本
部
の
消
防
車
両
の

乗
車
体
験
も
行
わ
れ
た
。
ス
テ
ー
ジ
に
は
タ
ヒ

チ
ア
ン
ダ
ン
ス
の
サ
ー
ク
ル
が
出
場
。
ガ
レ
リ

ア
と
マ
ル
チ
ル
ー
ム
で
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
ク

ラ
フ
ト
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
イ
ロ
プ

ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
体
験
ブ
ー
ス
が
出
店
し
た
。

空
手

更
級
小
学
校
・
近
藤
椿
來
さ
ん

全
国
大
会
出
場
報
告

５
月
に
佐
久
市
で
行
わ
れ
た
第
23
回
小
学
生

大
会
長
野
県
空
手
道
選
手
権
で
近
藤
椿
來
さ
ん

つ
ば
き

（
更
級
小
）
が
２
年
生
女
子
・
形
の
部
で
全
国

大
会
出
場
を
決
め
た
。
近
藤
さ
ん
が
空
手
を
始

め
た
の
は
小
学
１
年
生
の
夏
。
所
属
す
る
空
手

道
場
・
獅
空
会
で
は
長
野
市
松
代
の
東
条
公
民

館
で
週
３
日
練
習
を
行
っ
て
い
る
。
８
月
７
日

に
千
曲
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、
21
日
か
ら
東
京

で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。

東海小学生陸上競技/
北信越中学校総合競技大会

（
国
土
交
通
省
か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
）

「
戸
倉
上
山
田
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
登
録
証
伝
達
式

ち
く
ま
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

長
野
イ
エ
テ
ィ
キ
ッ
ズ

男
女
チ
ー
ム
全
国
大
会
ア
ベ
ッ
ク
出
場

近藤椿來さん（更級小）
指導する髙橋佑季さんによると
「普段の練習ではとても活発」という ガレリアのワークショップ

小出愛実さん（戸倉小）

主催のちくまサマーフェスタ実行委員会は
カイロプラクティックの団体「全健会坂城支部」
（昨年に続いて今年で２回目の開催）



清
泉
大
学
農
学
部
の
校
舎
の
建
設
予
定

地
と
な
る
旧
更
埴
庁
舎
跡
地
に
８
月
、

「
清
泉
大
農
学
部
（
仮
称
）
建
設
予
定
地

令
和
９
年
４
月
開
学
予
定
」
の
看
板
が

立
っ
た
。
こ
れ
は
千
曲
市
が
立
て
た
も
の

だ
と
い
う
。
来
年
１
月
に
校
舎
の
着
工
が

始
ま
る
予
定
だ
。
こ
の
看
板
を
見
た
県
の

関
係
者
は
「
若
者
が
集
う
に
ぎ
わ
い
あ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
れ
ば
い
い
ね
」
と
期
待

感
を
語
っ
た
。

校
舎
の
建
設
事
業
者
は
６
月
に
実
施
さ

れ
た
一
般
競
争
入
札
の
結
果
、
設
計
が
ア
ー

キ
プ
ラ
ン
（
長
野
市
）、
建
設
施
工
が
北

野
建
設
（
同
）
の
北
野
建
設
グ
ル
ー
ブ
に

決
定
し
た
。
す
で
に
地
盤
調
査
な
ど
建
設

の
下
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
敷
地
面

積
は
約
３
７
６
０
平
方
メ
ー
ト
ル
。
こ
の

ほ
か
実
習
に
使
用
す
る
農
地
や
ハ
ウ
ス
な

ど
も
千
曲
市
内
で
確
保
す
る
方
針
だ
。
建

設
費
用
は
約
30
億
円
、
資
金
は
国
の

「
大
学
・
高
専
機
能
強
化
支
援
事
業
」
の

補
助
金
12
億
数
千
万
円
、
清
泉
大
の
自

己
資
金
と
融
資
の
約
９
億
円
、
千
曲
市
と

長
野
県
で
そ
れ
ぞ
れ
４
億
円
の
補
助
金
計

８
億
円
、
今
後
、
補
正
予
算
で
計
上
す
る
。

◆
盛
り
だ
く
さ
ん
イ
ベ
ン
ト
の
「
プ
レ
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
９
月
20
日

清
泉

大
と
千
曲
市
共
催

市
民
に
ア
ピ
ー
ル

清
泉
大
は
千
曲
市
と
共
催
で
、
９
月

20
日
㈯
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、

「
市
民
参
加
型
」
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
千
曲
市
の
「
信
州
の
幸
（
め
ぐ

み
）
あ
ん
ず
ホ
ー
ル
」
で
行
う
。
小
中
学

生
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
千
曲
市
に
ま
つ
わ
る
問
題
な
ど
が

三
択
で
出
題
さ
れ
る
「
千
曲
市
ク
イ
ズ
王

決
定
戦
」（
成
績
上
位
者
に
は
景
品
を
用

意
）
や
、
中
学
生
向
け
に
「
大
学
の
歩
き

方
」
の
説
明
会
や
「
こ
ど
も
科
学
実
験
」

「
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
体
験
」
と
い
っ
た
イ
ベ

ン
ト
も
実
施
す
る
。

清
泉
大
は
か
な
り

力
を
入
れ
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
農
学
部
の
学
び
の
内

容
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
27
年
４
月
の

農
学
部
開
校
に
向
け
て
、
高
校
生
に
入
試

情
報
や
個
別
相
談
の
機
会
も
提
供
す
る
。

木
の
花
屋
、
高
村
商
店
、
長
野
銘
醸
の

千
曲
市
の
農
学
部
設
置
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

に
加
え
て
協
議
会
の
他
の
企
業
や
、
千
曲

商
工
会
議
所
の
会
員
企
業
な
ど
も
「
試
飲
、

試
食
、
商
品
販
売
」
で
「
あ
ん
ず
ホ
ー
ル

マ
ル
シ
ェ
」
と
し
て
参
加
す
る
予
定
。

☆
「
農
・
地
域
共
創
コ
ー
ス
」
と
「
食
品
・

発
酵
コ
ー
ス
」
に

協
議
会
で
は
、
農
学
部
が
開
設
し
た
後
、

２
０
２
８
年
４
月
以
降
、「
長
野
県
の
清

泉
大
農
学
部
で
学
ぶ
か
ら
こ
そ
」
の
独
特

の
科
目
を
設
け
る
。

２
年
生
を
対
象
に
、「
信
州
ア
グ
リ
デ

サ
イ
ン
学
Ⅰ
（
教
室
で
の
座
学
、
講
義
科

目
）」
と
「
同
Ⅱ
」、
関
連
し
た
施
設
へ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
た
演
習

科
目
の
ふ
た
つ
。
協
議
会
の
参
加
企
業
に

は
、
発
酵
、
醸
造
を
は
じ
め
食
材
の
生
産
、

加
工
の
専
門
家
の
講
義
や
、
各
施
設
へ
の

見
学
や
演
習
の
た
め
の
学
生
の
受
け
入
れ

な
ど
で
授
業
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い

く
方
針
が
示
さ
れ
た
。

す
で
に
農
学
部
は
、
当
初
の
地
域
創
成

コ
ー
ス
が
「
農
・
地
域
共
創
コ
ー
ス
」
に
、

農
芸
化
学
コ
ー
ス
は
「
食
品
・
発
酵
コ
ー

ス
」
に
名
称
を
変
更
す
る
。
定
員
は
85

人
。
「
農
・
地
域
共
創
コ
ー
ス
」
は
、

農
業
の
理
論
や
実
践
に
加
え
て
、
経
営
も

学
ぶ
こ
と
で
農
学
を
ベ
ー
ス
に
地
域
の
課

題
解
決
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。

地
域
振
興
を
図
る
「
長
野
モ
デ
ル
」
の
実

現
を
目
指
す
。

「
食
品
・
発
酵
コ
ー
ス
」
は
、
長
野
県

が
誇
る
味
噌
や
日
本
酒
、
ワ
イ
ン
な
ど
、

発
酵
や
醸
造
を
学
び
、
そ
の
発
展
や
マ
ー

ケ
ッ
ト
拡
大
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
て
る
。

両
方
の
コ
ー
ス
と
も
に
、
環
境
に
配
慮
し
、

持
続
可
能
な
食
料
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
せ
る
人
材
育
成
を
共
通
の
目
的
と

す
る
。

清
泉
大
は
農
学
部
開
設
に
向
け
て
、
24

年
２
月
に
文
部
科
学
省
の
「
大
学
・
高
専

機
能
強
化
支
援
事
業
」
に
申
請
し
、
６
月

26
日
に
採
択
さ
れ
た
。
同
大
は
25
年
４

月
に
共
学
化
と
な
っ
た
。
年
内
に
も
同
大

は
、
校
舎
建
設
を
は
じ
め
科
目
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
や
教
員
構
成
な
ど
同
大
農
学
部
開
設

へ
の
申
請
を
文
部
科
学
省
に
提
出
す
る
見

込
み
だ
。

（
特
任
記
者
・
中
澤
幸
彦
）

◆
千
曲
市
立
図
書
館
と
学
校
図
書
館
の

「
連
携
」

千
曲
市
の
小
中
学
生
の
読
書
活
動
を
支

援
す
る
た
め
に
、
市
内
の
更
埴
、
更
埴
西
、

戸
倉
の
市
立
図
書
館
と
小
学
校
、
中
学
校

の
学
校
図
書
館
が
一
体
と
な
っ
て
、
必
要

な
資
料
を
提
供
す
る
仕
組
み
「
ブ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
ち
く
ま
」
が
あ
る
。

市
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

と
、
各
図
書
館
は
同
じ
図
書
館
シ
ス
テ
ム

で
結
ば
れ
て
お
り
、
資
料
の
検
索
か
ら
貸

出
の
申
し
込
み
を
一
括
で
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
各
学
校
図
書
館
の
平
均
蔵
書
冊
数

は
１
３
０
０
０
冊
だ
が
市
立
図
書
館
を
合

わ
せ
る
と
約
44
万
冊
の
蔵
書
と
な
る
と

い
う
（
ち
な
み
に
更
埴
図
書
館
は
24
万

冊
の
蔵
書
が
あ
る
）。
こ
う
し
た
蔵
書
の

令和７年(２０２５年) ９月１日発行 第６８号４面 【特別紙面】

清泉大学農学部（仮称）建設予定地の立て看板

◆
「
令
和
9
年
4
月
開
学
建
設

予
定
地
」
の
看
板
立
つ

特
集
１

清
泉
大
学
農
学
部

◆
学
校
図
書
館
の
司
書
の

待
遇
改
善
を

戸
倉
上
山
田
中
学
校
図
書
館

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
施
設
紹
介
よ
り
）

特
集
２

千
曲
市
の
図
書
館
③



中
か
ら
、
児
童
や
生
徒
が
学
び
や
読
書
活

動
を
推
進
す
る
た
め
、
各
図
書
館
は
協
力
、

連
携
し
て
図
書
や
資
料
の
提
供
に
努
め
て

い
る
。

例
え
ば
、
あ
る
小
学
校
の
５
年
生
23

人
の
ク
ラ
ス
で
「
大
豆
か
ら
ど
の
よ
う
に

豆
腐
を
つ
く
る
か
」
の
テ
ー
マ
を
調
べ
た

い
と
き
、
図
書
館
に
問
い
合
わ
せ
る
と
参

考
に
な
る
図
書
を
市
内
図
書
館
の
蔵
書
か

ら
検
索
し
て
、
23
冊
の
同
じ
図
書
を
そ
ろ

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
「
大
豆
か

ら
豆
腐
の
作
り
方
」
の
ほ
か
、「
新
聞
の

製
作
」
な
ど
の
図
書
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ

た
と
い
う
。

こ
の
ほ
か
、
移
動
図
書
館
に
つ
い
て
も
、

市
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
更

埴
図
書
館
み
ど
り
号
巡
回
日
程
」
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
保
育
園
児
、
児
童
、
生
徒

を
は
じ
め
、
手
続
き
を
す
れ
ば
一
人
10

冊
ま
で
市
民
に
広
く
活
用
で
き
る
。
読
書

好
き
に
は
魅
力
的
な
移
動
図
書
館
だ
。

市
立
図
書
館
、
学
校
図
書
館
で
は
、
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
図
書
館
を
活
用
し

て
も
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
な
本
と
出
会
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
世
界
へ
の
扉
を
自
ら
開
い
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
は
ず

だ
。

◆
学
校
図
書
館
司
書

低
賃
金
・
不
安
定

な
雇
用

待
遇
改
善
が
急
務

学
校
図
書
館
の
実
態
は
ど
う
な
の
だ
ろ

う
。
教
育
現
場
に
詳
し
い
関
係
者
に
よ
る

と
、
長
野
県
内
の
学
校
図
書
館
の
司
書
の

ほ
と
ん
ど
が
非
正
規
雇
用
、
パ
ー
ト
と
い
っ

た
雇
用
で
、
時
給
は
低
く
、
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
い
て
も
給
与
は
厳
し
い
と
い
う
。
こ

う
し
た
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ

で
も
図
書
館
の
仕
事
に
情
熱
を
持
っ
て
い

る
司
書
の
方
も
い
る
。
し
か
し
、
国
の
定

め
る
規
定
が
「
壁
」
と
な
っ
て
い
る
。
現

実
的
な
厳
し
さ
か
ら
、
学
校
図
書
館
の
機

能
は
低
迷
し
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
で
も
政
府
・
文
部
科
学
省
は
最
近
、

「
学
習
の
場
」
と
し
て
図
書
館
の
機
能
を

見
直
す
動
き
も
あ
る
が
、
学
校
図
書
館
の

司
書
の
待
遇
改
善
が
最
優
先
の
課
題
だ
ろ

う
。
小
中
学
校
の
「
保
健
の
先
生
と
図
書

館
の
先
生
」
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

だ
と
信
じ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
の
厳
し
い

学
校
図
書
館
の
ま
ま
で
は
、「
知
の
拠
点
」

は
崩
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
。

（
特
任
記
者
・
中
澤
幸
彦
）

令和７年(２０２５年) ９月１日発行 第６８号５面 【特別紙面】

上
田
地
域
と
長
野
地
域
間
の
交
通
結

束
点
と
な
る
国
道
18
号
坂
城
更
埴
バ
イ
パ

ス
。
そ
の
早
期
建
設
整
備
を
求
め
る

「
坂
城
町
国
道
バ
イ
パ
ス
・
県
道
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
」
の
総
会
が
８
月
20

日
、
坂
城
町
役
場
で
行
わ
れ
た
。
令
和

６
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
に
続

き
、
７
年
度
の
事
業
計
画
と
歳
入
歳
出

予
算
案
が
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局

長
野
国
道
事
務
所
と
長
野
県
千
曲
建
設

事
務
所
の
担
当
者
が
坂
城
更
埴
バ
イ
パ

ス
と
坂
城
イ
ン
タ
ー
線
の
道
路
事
業
に

つ
い
て
現
状
の
説
明
を
行
っ
た
。

坂
城
町
南
条
か
ら
上
五
明
ま
で
の

「
坂
城
町
区
間
」
（
３
．
８
ｋ
ｍ
）
は

令
和
６
年
度
末
時
点
、
面
積
ベ
ー
ス
で
89

％
の
用
地
取
得
が
完
了
し
て
い
る
。
網

掛
地
区
に
お
い
て
は
排
水
溝
、
地
盤
改

良
の
工
事
の
ほ
か
人
道
ボ
ッ
ク
ス
（
カ

ル
バ
ー
ト
）
の
設
置
な
ど
が
行
わ
れ

た
。
今
年
度
も
網
掛
地
区
、
上
五
明
地

区
に
お
い
て
盛
土
工
事
や
排
水
構
造
物

の
改
良
工
事
な
ど
が
進
行
中
で
、
引
き

続
き
調
査
設
計
お
よ
び
用
地
買
収
が
実

施
さ
れ
る
予
定
。

さ
ら
に
令
和
５
年
度
に
国
道
18
号
か
ら

テ
ク
ノ
さ
か
き
工
業
団
地
ま
で
の
区
間

が
供
用
開
始
と
な
っ
た
坂
城
イ
ン
タ
ー

線
に
つ
い
て
は
、
千
曲
川
左
岸
に
向

か
っ
て
延
伸
し
て
坂
城
更
埴
バ
イ
パ
ス

と
接
続
す
る
こ
と
と
な
る
。
残
り
の
区

間
は
約
９
０
０
ｍ
あ
り
、
千
曲
川
に
架

け
る
橋
は
長
さ
４
４
７
ｍ
、
幅
14
ｍ
で
主

に
鉄
製
の
構
造
。
両
側
に
は
歩
道
が
付

く
計
画
だ
と
い
う
（
令
和
８
年
度
か
ら

中
之
条
側
の
詳
細
設
計
開
始
。
本
工
事

の
時
期
は
未
定
）
。

坂
城
更
埴
バ
イ
パ
ス
が
完
成
す
れ
ば

千
曲
市
の
力
石
バ
イ
パ
ス
と
も
接
続
し

て
工
業
地
帯
を
結
ぶ
物
流
が
円
滑
化
・

効
率
化
す
る
ほ
か
、
国
道
18
号
の
混
雑
緩

和
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
坂
城
イ
ン

タ
ー
線
の
整
備
は
千
曲
市
が
進
め
る

「
千
曲
・
坂
城
地
域
産
業
連
携
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
構
想
の
な
か
で
も
重

要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
も
の
だ
（
本

紙
８
月
号
巻
頭
で
特
集
）
。
千
曲
市
と

坂
城
町
、
千
曲
川
右
岸
エ
リ
ア
と
左
岸

エ
リ
ア
を
結
ぶ
連
携
道
路
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
想
は
今
後
も
国
と
県
、
千
曲

市
、
坂
城
町
が
互
い
に
連
携
し
て
、
計

画
を
前
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（
取
材
・
白
石
茂
樹
）

「
坂
城
町
国
道
バ
イ
パ
ス
・

県
道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」

令
和
７
年
度
総
会
を
開
催

網
掛
地
区
改
良
工
事

（
盛
土
工
事
・
Ｒ
８
年
１
月
末
ま
で
）

「坂城町国道バイパス・県道整備促進期成同盟会」
総会の様子（坂城町役場講堂）

坂
城
町
区
間（
南
条
～
上
五
明
）と

千
曲
川
左
岸
に
延
び
る
坂
城
イ
ン
タ
ー
線

（
右
写
真
）
坂
城
イ
ン
タ
ー
線

（
水
色
部
分
が
供
用
済
の
区
間

赤
色
部
分
が
計
画
区
間
）

出
所
・
長
野
県
千
曲
建
設
事
務
所

国道18号坂城更埴バイパス（坂城町区間）
出所：国土交通省長野国道事務所

坂城町

JR北陸新幹線

坂
城
大
橋

坂城IC

テクノさかき

R18

鼠
橋

上信越自動車道

長野上田線

力石バイパス

坂城インター線
（供用済区間）

網掛

中之条

R18



令和７年(２０２５年) ９月１日発行 第６８号６面 【学校】

８
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
あ
ん
ず
の
里

物
産
館
夏
ま
つ
り
に
千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ
・

歴
史
科
学
専
門
部
（
Ｈ
Ｓ
Ｃ
）
の
生
徒
が

出
演
し
、
科
学
実
験
の
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ー
を
披
露
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
「
浮

き
浮
き
サ
イ
エ
ン
ス
」
と
題
し
て
空
気
で

ピ
ン
ポ
ン
玉
を
浮
か
し
た
り
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
使
っ
た
遠
心
力
の
実
験
を
実
演
。

見
学
し
て
い
た
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
も

実
際
に
挑
戦
さ
せ
て
科
学
実
験
を
体
験
し

て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
膨
ら
ま
せ
た
巨
大

風
船
を
電
動
モ
ー
タ
ー
の
風
力
で
浮
か
せ

た
り
、
い
く
つ
も
の
風
船
を
つ
な
げ
た
輪

を
空
中
で
回
転
さ
せ
た
り
し
た
。

屋
外
の
ス
テ
ー
ジ
で
の
実
演
だ
っ
た
た

め
、
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
風
船
が
思
う
よ

う
に
動
か
な
か
っ
た
り
割
れ
て
し
ま
う
ハ

プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
が
、
訪
れ
た
家
族
連

れ
は
実
験
の
様
子
を
楽
し
ん
で
い
た
。

今
回
の
夏
ま
つ
り
は
物
産
館
で
は
初
め

て
の
試
み
。
屋
外
で
は
猿
回
し
シ
ョ
ー
や

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な

ど
も
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
心
学
塾
オ
レ
ン

ジ
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
向
け
の
千
曲
か
る

た
や
オ
セ
ロ
、
ス
イ
ン
グ
ボ
ー
ル
な
ど
で

の
対
決
企
画
も
あ
り
盛
況
と
な
っ
た
。

千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ
の
卓
球
専
門
部
は
８
月

３
日
に
地
域
ク
ラ
ブ
間
の
交
流
試
合
を
開
催

し
た
。
昨
年
８
月
に
上
田
市
の
丸
子
総
合
体

育
館
で
初
め
て
の
交
流
試
合
を
行
っ
て
以
来

で
今
回
が
２
回
目
。
今
年
は
千
曲
市
の
こ
と

ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
千
曲
が
会
場
と
な
っ
た
。
大

会
に
は
千
曲
市
と
坂
城
町
（
千
曲
坂
城
ク
ラ

ブ
、
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｙ
）
の
ほ
か
長
野
市
、
須
坂

市
、
上
田
市
、
東
御
市
、
小
布
施
町
か
ら
12

ク
ラ
ブ
93
人
が
参
加
。
千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ
か

ら
は
４
人
が
参
加
し
た
。

試
合
は
５
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
で
す
べ
て
シ
ン

グ
ル
ス
。
上
級
（
中
体
連
県
大
会
出
場
以

上
）
、
中
級
、
初
級
（
初
心
者
）
毎
に
分
か

れ
て
午
前
中
に
リ
ー
グ
戦
、
午
後
か
ら
は

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
は

偶
然
東
京
都
立
武
蔵
高
校
（
中
高
一
貫
）
の

卓
球
部
が
体
育
館
の
２
階
剣
道
場
で
合
宿
を

行
っ
て
お
り
、
午
後
か
ら
は
小
中
学
生
と
交

流
試
合
を
し
て
汗
を
流
し
た
。
事
務
局
を
務

め
た
千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ
の
五
十
嵐
健
二
さ
ん

は
「
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
交
流
と
な
っ
た
が
、
こ

れ
も
ま
た
良
い
経
験
と
な
っ
た
と
思
う
」
と

話
し
た
。

あ
ん
ず
の
里
物
産
館
の

夏
ま
つ
り
に
参
加

千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ

卓
球
専
門
部

卓
球
交
流
試
合
を
開
催

（
こ
と
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
）

交流試合の様子

千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ

歴
史
・

科
学
専
門
部
Ｈ
Ｓ
Ｃ

ＨＳＣのメンバーによる
サイエンスショー

千曲坂城クラブ
１８専門部紹介

県
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
千
曲
市
内
の
中
学
生
が
第

46
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会
（
７
月
29
日
～
８
月
８

日
・
福
井
県
で
開
催
）
へ
の
出
場
を
決
め
た
。
今
年
は
学
校
の

部
活
だ
け
で
な
く
千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ
の
専
門
部
と
し
て
出
場
を

果
た
す
チ
ー
ム
が
多
数
を
占
め
た
。
７
月
30
日
に
各
中
学
校
か

ら
３
年
生
の
代
表
者
が
千
曲
市
役
所
を
訪
問
し
、
小
川
市
長
に

抱
負
を
述
べ
た
。
【
関
連
記
事
・
第
３
面
】

〔
各
選
手
の
抱
負
の
言
葉
〕
■
戸
上
中
学
校
・
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
男
子
（
部
活
）
堀
内
遥
く
ん
「
チ
ー
ム
力
を
大
切
に
し

て
き
て
本
番
で
も
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
」
・
寺
澤
奏
く
ん
「
長

そ
う

野
県
代
表
の
自
覚
を
持
っ
て
全
中
目
指
し
て
頑
張
る
」
／
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
男
子
（
千
曲
坂
城
）
小
山
悠
希
く
ん
「
声
を
出
し
て

は
る
き

盛
り
上
げ
、
部
長
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
」
・
三
浦
敬
悟

く
ん
「
県
代
表
と
し
て
誇
り
と
自
覚
を
持
っ
て
戦
う
」
／
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
女
子
（
千
曲
坂
城
）
加
瀬
麻
琴
さ
ん
「
勝
利
に
向
け

て
チ
ー
ム
で
頑
張
る
」
・
山
﨑
桜
子
さ
ん
「
最
後
ま
で
諦
め
ず

に
戦
う
」
■
埴
生
中
学
校
・
陸
上
競
技
男
子
（
千
曲
坂
城
）
小

林
悠
く
ん
「
こ
れ
ま
で
の
指
導
に
感
謝
し
、
自
己
ベ
ス
ト
と
表

ゆ
う

彰
台
を
狙
う
」
■
更
埴
西
中
学
校
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
女
子
（
千

曲
坂
城
・
田
毎
）
小
野
ほ
の
か
さ
ん
「
最
高
の
結
果
を
出
せ
る

よ
う
頑
張
る
」
・
山
﨑
果
歩
さ
ん
「
一
つ
で
も
多
く
勝
て
る
よ

う
頑
張
っ
て
く
る
」
・
宮
崎
瑠
愛
さ
ん
「
一
勝
目
指
し
て
全
力

る

あ

で
戦
う
」
■
屋
代
中
学
校
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
男
子
（
千
曲
坂

城
・
杏
冠
）
三
宅
優
輝
く
ん
「
応
援
し
て
く
れ
る
人
た
ち
の
分

ま
で
頑
張
る
」
・
松
沢
悠
悟
く
ん
「
１
０
０
％
や
り
切
れ
た
ら

ゆ
う
ご

良
い
と
思
う
」
（
※
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
は
大
会
で
欠
席
）

専門部紹介は都合に
よりお休みします

「美術専門部」の紹介
は次号で掲載します特別編

埴生中学校・陸上男子400ｍ・小林悠くん
（千曲坂城クラブ ※全国大会にも出場）

屋代中学校・ハンドボール男子
（千曲坂城クラブ 杏苑）

屋
代
小
学
校
１
年
生

保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
の
「
な
つ
ま
つ
り
」

８
月
21
日
、
屋
代
小
学
校
１

年
生
が
授
業
の
中
で
「
や
し
ろ

し
ょ
う
が
っ
こ
う
１
ね
ん
せ
い

ち
ょ
ー
た
の
し
い

な
つ
ま

つ
り
」
を
体
験
し
た
（
写

真
）
。
松
組
と
竹
組
の
教
室
を

お
祭
り
会
場
に
見
立
て
、
手
作

り
の
射
的
（
割
り
ば
し
鉄
砲
）

や
お
手
玉
、
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く

い
、
輪
投
げ
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
。
廊
下
に
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
使
っ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
も

用
意
し
た
ほ
か
、
屋
外
で
シ
ャ

ボ
ン
玉
作
り
も
行
っ
た
。

な
つ
ま
つ
り
は
最
初
に
両
ク

ラ
ス
合
同
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
手
持
ち
の

カ
ー
ド
を
取
り
合
う
形
式
で
１

対
１
で
じ
ゃ
ん
け
ん
を
行
い
、

時
間
内
に
最
も
多
く
の
カ
ー
ド

を
手
に
入
れ
た
児
童
に
景
品
が

与
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
児
童
た

ち
は
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
持
っ

て
ゲ
ー
ム
を
行
う
ご
と
に
ス
タ

ン
プ
を
押
し
て
い
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
ゲ
ー
ム
は
は
っ
ぴ
姿
の

保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

で
行
わ
れ
、
児
童
た
ち
は
お
祭

り
を
楽
し
ん
だ
。

「戦後８０年」の今年、千曲市役所マルチルームで平和首長会議
主催の「こどもたちによる“平和なまち絵画コンテスト”２０２
４年度入賞作品展」が開催された（８／５∼18）。

（
右
）
イ
ラ
ン
・
９
歳

（
左
）
ウ
ク
ラ
イ
ナ
９
歳

平和なまち 絵画コンテスト
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上
山
田
温
泉
は
ど
の
様
に
出
て
い

る
の
？

１
７
０
０
万
年
前
日
本
列
島
は

大
陸
の
一
部
で
、
そ
れ
が
大
陸
と

分
離
し
日
本
海
の
原
型
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
１
６
０
０
万
年
ほ
ど

前
に
日
本
列
島
は
中
央
部
か
ら
折

れ
真
ん
中
に
大
き
な
陥
没
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
フ
ォ
ッ
サ･

マ
グ

ナ
と
言
い
、
西
端
は
糸
魚
川
︱
静

岡
構
造
線
、
東
端
に
は
新
発
田
︱

小
出
構
造
線
、
柏
崎
︱
千
葉
構
造

線
、
そ
の
間
に
挟
ま
れ
た
大
き
な

溝
に
は
地
下
約
６
０
０
０
㍍
か
ら

新
し
い
地
層
が
堆
積
し
、
さ
ら
に

多
く
の
火
山
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
温
泉
の
地
下
に
は
頁
岩

（
け
つ
が
ん
）
と
い
う
堆
積
岩
の

岩
盤
が
あ
り
、
火
成
岩
が
貫
入
し

て
い
ま
す
。
頁
岩
は
暖
め
ら
れ
ク

ラ
ッ
ク
（
岩
盤
の
割
れ
目
）
を
流

れ
る
地
下
水
は
温
泉
と
な
り
ま

す
。
明
治
36
年
に
か
め
乃
湯
が
開

湯
式
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
源

泉
は
深
さ
79
尺
（
約
24
㍍
）
華
氏
１

３
５
度
（
約
57
℃
）
で
し
た
。

現
在
戸
倉
上
山
田
温
泉
（
千
曲

川
左
岸
）
に
は
、
源
泉
を
供
給
す

る
会
社
が
２
社
あ
り
ま
す
が
、
私

が
代
表
を
務
め
る
上
山
田
温
泉
株

式
会
社
で
は
14
本
の
源
泉
を
所
有

し
（
深
度
３
０
０
㍍
～
６
５
０

㍍
）
毎
分
約
２
２
０
０
㍑
を
汲
み

上
げ
20
軒
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
８

軒
の
施
設
、
10
軒
の
個
人
宅
に
配

湯
を
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
循
環
パ
イ
プ
が
あ
り
源

泉
を
そ
れ
に
注
入
、
ま
た
そ
こ
か

ら
配
給
先
に
枝
分
か
れ
さ
せ
配
給

し
て
い
ま
す
。
同
じ
戸
倉
上
山
田

温
泉
内
の
旅
館
で
も
ど
の
源
泉
が

近
い
か
で
湯
の
感
覚
が
微
妙
に
違

い
ま
す
。

旅
館
ご
と
に
微
妙
に
違
う
温
泉

を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。
現

在
新
た
に
供
給
先
を
増
や
す
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。

「
上
山
田
温
泉
物
語
」

第
１
６
回

（
右
上
）
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｈ
Ｐ
（
右
下
）
地
下
概
念
図

（
左
上
）
頁
岩
コ
ア
（
左
下
）
源
泉
建
屋

サ
ツ
マ
イ
モ
専
門
店
の
「
お
い
も
日
和
」
（
本

社
・
松
本
市
）
が
坂
城
町
に
災
害
時
の
備
蓄
食
料
と

し
て
新
商
品
を
寄
贈
し
た
。
８
月
21
日
に
町
役
場
で

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
宮
下
祥
次
社
長
か
ら
山
村
町
長

に
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。
こ
の
新
商
品
は
焼
き
芋
の

缶
詰
「
密
い
も
缶
」
で
、
今
回
１
０
０
缶
が
贈
ら
れ

た
。
「
べ
に
は
る
か
」
を
坂
城
町
の
横
坑
ト
ン
ネ
ル

お
う
こ
う

内
で
熟
成
さ
せ
た
も
の
で
、
非
常
に
糖
度
が
高
い
と

い
う
。
宮
下
社
長
に
よ
る
と
加
工
の
手
間
が
か
り
過

宮
下
祥
次
社
長
（
左
）

８
月
２
日
、
坂
城
町
の
夏
の
風
物
詩
・

第
48
回
坂
城
ど
ん
ど
ん
が
盛
大
に
執
り
行

わ
れ
た
。
今
年
も
こ
ど
も
広
場
が
鉄
の
展

示
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
と

横
町
通
り
に
設
け
ら
れ
、
ペ
ン
ギ
ン
型
の

巨
大
エ
ア
ー
遊
具
や
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
に
親
子
連

れ
が
集
ま
っ
た
。
大
人
は
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

で
町
商
工
会
青
年
部
と
女
性
部
の
模
擬
店

が
提
供
す
る
飲
食
を
楽
し
ん
だ
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
開
幕
セ
レ
モ
ニ
ー

に
続
き
、
さ
か
き
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ラ
ス
の
演

奏
や
ダ
ン
ス
、
空
手
の
演
武
な
ど
が
行
わ

れ
た
。
名
古
屋
を
中
心
に
活
躍
す
る
日
用

品
演
奏
ユ
ニ
ッ
ト
・
ｋ
ａ
ｊ
ｉ
ｉ
が
出
演

カ

ジ

ー

し
、
調
理
器
具
や
食
器
な
ど
を
使
っ
た
演

奏
を
披
露
。
こ
ど
も
広
場
で
開
か
れ
た
楽

器
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
「
バ
ネ
缶
」

を
作
っ
た
観
客
も
一
緒
に
演
奏
に
参
加
し

た
。
夜
の
部
で
は
千
曲
川
坂
城
陣
太
鼓
の

演
奏
と
坂
城
神
輿
会
に
よ
る
神
輿
の
練
り

歩
き
で
祭
を
盛
り
上
げ
た
。

祭
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
お
ど
り
流
し

「
坂
城
ど
ん
ど
ん
」
。
今
年
は
29
も
の
連

が
参
加
。
来
年
合
併
す
る
八
十
二
銀
行
と

長
野
銀
行
は
合
同
の
連
で
出
場
し
た
。
ま

た
、
今
年
は
町
在
住
の
ベ
ト
ナ
ム
人
に
よ

る
連
「
シ
ン
チ
ャ
オ
」
が
初
参
加
し
た
。

総
合
的
な
学
習
で
踊
り
連
へ
の
参
加
を
決

め
た
坂
城
中
学
校
は
二
つ
の
連
が
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
の

連
「
Ｓ
ａ
ｋ
ａ
ｋ
ｉ

ｎ
ｉ
ｎ
ｅ
ｔ
ｅ
ｅ

ｎ
ｓ
」
は
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。

【親同士の婚活の会 開催】屋代高校同窓会では、「親同士の婚活の会」を開催
し、参加者がお互いに情報交換し、自分の子に合ったお相手をさがす機会をつく
る結婚支援事業「マリーメイト鳩の会」を実施しています。※当事者が屋代高校
卒業生でなくても参加OK。また当事者本人の参加も可能です。
日時：令和７年９月２８日（日） 午後１：３０∼午後３：３０頃
場所：屋代高等学校同窓会館（屋代高校前）
申込み方法：９月２５日（木）までに次の事項を明記のうえ、郵送でお申し込み
下さい。 （ＦＡＸ・電話でも可）
または、屋代高校同窓会ホームページ「マリーメイト鳩の会」ページのフォー

ムからも申し込みが可能です。
①申込み者の氏名・住所・電話番号 ②当該者（息子・娘）の
氏名・性別・年齢・職業 参加費・初回2,000円・２回目以降
1,000円
(ただし、２名以上の参加の場合は１名につき1,000円追加）
（申込先） 屋代高校同窓会「ＭＭ係」宛〒３８７−０００７ 千曲市屋代８５
９−１０ 電話（０２６）２７４−３３１０（平日午後1時30分∼午後5時）
FAX（０２６）２７４−３３１５

みみより情報
〔掲載申込先〕FAX 026-214-7905
メール info@ckm-mirai.org

〔料金〕１行／16文字につき500円・税込

中
学
生
や
外
国
人
も
踊
り
連
に
参
加

千曲川坂城陣太鼓

２
０
２
５

第
48
回

坂
城
ど
ん
ど
ん

坂城中学校の連

神
社
ｄ
ｅ
マ
ル
シ
ェ

初
開
催（
坂
城
神
社
）

８
月
10
日
に
坂
城
神
社
の
境
内
で
「
神
社
ｄ
ｅ
マ
ル

シ
ェ
」
が
初
開
催
さ
れ
た
。
町
内
外
か
ら
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
や
、
個
人
が
出
店
。
洋
菓
子
や
か
き
氷
、
パ
ン
な

ど
の
ほ
か
、
多
肉
植
物
や
群
馬
県
嬬
恋
村
か
ら
取
り
寄

せ
た
高
原
野
菜
な
ど
が
販
売
さ
れ
た
（
写
真
）
。
企
画

し
た
佐
久
間
香
理
さ
ん
は
開
催
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て

「
最
近
皆
さ
ん
外
に
出
る
機
会
が
減
っ
て
い
る
と
思

う
。
実
際
に
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
場
を
作
り
た
か
っ

た
」
と
し
「
こ
れ
か
ら
参
加
者
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。
昔
な
が
ら
の
縁
日
み

た
い
な
マ
ル
シ
ェ
に
し
た

い
」
と
話
す
。
次
回
は
９

月
14
日
。
11
月
ま
で
毎
月
一

回
、
第
二
日
曜
日
に
開
催

の
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
出
店
者
を
募
集
中
。

（
問
い
合
わ
せ☎

０
２
６

８‐

７
５‐

７
６
６
９
）

諏
訪
市
の
電
機
メ
ー
カ
ー
・
セ
イ
コ
ー

エ
プ
ソ
ン
㈱
が
坂
城
町
の
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
に
環
境
教
育
ノ
ー
ト
の
贈
呈
を

行
っ
た
。
同
社
で
は
環
境
価
値
に
関
す
る

社
会
支
援
活
動
と
し
て
、
次
世
代
教
育

（
環
境
）
の
分
野
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

３
年
前
か
ら
社
内
古
紙
か
ら
再
生
し
た

ノ
ー
ト
を
県
内
全
市
町
村
に
寄
贈
す
る
取

組
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
延
べ
10
万

冊
を
贈
呈
。
今
回
は
坂
城
町
に
贈
呈
を

行
っ
た
も
の
。
８
月
４
日
に
同
社
の
窪
田

副
本
部
長
ら
が
町
役
場
を
訪
問
し
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
目
録
と
ノ
ー
ト
９
０
０
冊
が

手
渡
さ
れ
た
。
ま
た
、
町
役
場
に
対
し
て

も
６
０
０
０
枚
の
再
生
紙
が
贈
ら
れ
た
。今回贈呈された

環境教育用ノート

お
い
も
日
和
「
密
い
も
缶
」

災
害
備
蓄
用
食
料
と
し
て
寄
贈

ぎ
る
た
め
廃
棄
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
変
形

や
小
型
の
サ
ツ
マ
イ
モ

を
使
用
す
る
た
め
フ
ー

ド
ロ
ス
に
も
つ
な
が
る

と
い
う
。
坂
城
町
出
身

の
宮
下
社
長
は
現
在
町

内
在
住
で
今
年
は
区
長

も
務
め
て
い
る
こ
と
か

ら
「
災
害
に
対
す
る
備

蓄
食
料
の
必
要
性
を
感

じ
た
」
と
語
っ
た
。

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン

坂
城
町
の
小
中
学
校
に
ノ
ー
ト
を
寄
贈
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＠
戸
倉
創
造
館
で
８
月
３
日
、
市
内

の
こ
ど
も
食
堂
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
こ
ど
も

祭
ｉ
ｎ
福
祉
の
夏
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
た
（
主
催
・
千
曲
市
社
会
福
祉

協
議
会
）
。
合
同
開
催
は
初
め
て

で
、
こ
ど
も
食
堂
を
は
じ
め
と
す
る

20
の
団
体
が
参
加
し
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
は
更
埴
子
ど
も
劇
場
が
コ
カ

リ
ナ
を
演
奏
。
ア
ニ
メ
「
ア
ン
パ
ン

マ
ン
」
の
テ
ー
マ
曲
な
ど
を
合
奏
し

た
。
ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
小

学
生
養
成
講
座
で
は
模
型
な
ど
を
使

い
、
子
ど
も
に
も
わ
か
り
や
す
く
認

知
症
の
基
礎
知
識
や
接
し
方
を
説
明

し
た
。
昼
食
は
こ
ど
も
食
堂
が
協
力

し
て
調
理
し
、
来
場
者
に
提
供
さ
れ

た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
映
像
と
融
合
し
た
「
ア
キ
ラ

ボ
ー
イ
の
デ
ジ
タ
ル
シ
ョ
ー
」
を
午

前
と
午
後
の
二
回
上
演
。
こ
ど
も
た

ち
も
参
加
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し

出
さ
れ
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
動
作

で
反
応
さ
せ
て
楽
し
ん
だ
。

こ
ど
も
祭
ｉ
ｎ
福
祉
の
夏
ま
つ
り

ま
つ
り

アキラボーイとタヌキチくんの
デジタルショー

国
産
ブ
ド
ウ
を
１
０
０
％
使
用
し
た
「
日
本
ワ
イ

ン
」
が
対
象
の
品
評
会
「
日
本
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
２
５
」
で
八
幡
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
「
イ
ル
フ
ェ

ボ
ー
」
が
銀
賞
を
受
賞
し
、
８
月
30
日
に
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。
主
要
産
地
４
道
県
（
北
海
道
、
山
形
、

長
野
、
山
梨
）
の
ワ
イ
ン
醸
造
（
酒
造
）
組
合
と
日

本
ソ
ム
リ
エ
協
会
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
日
本
ワ
イ
ン

コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
は
、
今
年
７
月
に
山
梨
県

甲
府
市
で
品
評
会
を
実
施
。
欧
州
系
品
種
（
赤
ワ
イ

ン
）
の
部
門
で
、
イ
ル
フ
ェ
ボ
ー
は
「
２
０
２
３
ソ

レ
イ
ユ
メ
ル
ロ
」
が
銀
賞
を
受
賞
。
さ
ら
に
ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
部
門
で
「
２
０
２
３
エ
ト
ワ
ー
ル
シ
ャ
ル

ド
ネ
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
」
が
銅
賞
を
受
賞
し
た
。

イ
ル
フ
ェ
ボ
ー
は
２
０
２
２
年
オ
ー
プ
ン
。
千
曲

市
産
の
ブ
ド
ウ
を
市
内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
醸
造
し
、

嬉
し
い
初
受
賞
と
な
っ
た
。
代
表
の
落
合
良
晴
さ
ん

は
「
ま
だ
ま
だ
名
前
が
知
ら
れ
て
い
な
い
地
域
で
賞

が
獲
れ
た
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
。
多
く
の
お
世
話

に
な
っ
た
方
や
ご
愛
飲
い
た
だ
い
た
方
に
報
い
る
よ

う
、
次
は
金
賞
を
目
指
し
た
い
」
と
話
し
た
。

長田星哉さんと作品「月の都」

長田星哉さん 書道展を開催 千
曲
川
河
畔
の
夜
空
を
彩
る
光
の
ペ
ー

ジ
ェ
ン
ト
・
第
94
回
信
州
千
曲
市
千
曲
川

納
涼
煙
火
大
会
が
８
月
７
日
に
開
催
さ
れ

た
。
打
ち
上
げ
場
所
に
近
い
緑
地
公
園
内

に
は
数
多
く
の
屋
台
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

軒
を
連
ね
、
若
者
や
家
族
連
れ
な
ど
老
若

男
女
が
詰
め
掛
け
た
。

今
回
は
現
在
テ
レ
ビ
信
州
で
放
送
中
の

ア
ニ
メ
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
！
」
と
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
コ
ラ
ボ
が
実
現
。
特
大
ス
タ
ー
マ

イ
ン
花
火
で
は
主
人
公
役
の
声
優
（
菱
川

花
菜
さ
ん
）
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

し
、
登
場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
５
人
組
の
カ

ラ
ー
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
ま

た
、
会
場
で
は
カ
レ
ー
チ
ェ
ー
ン
Ｃ
ｏ
Ｃ

ｏ
壱
番
屋
の
国
道
18
号
店
が
購
入
者
先
着

１
０
０
人
に
コ
ラ
ボ
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
ほ
か
、
別
の
ブ
ー
ス
で
は
各

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
ラ
ム
ネ

が
販
売
さ
れ
た
。
県
内
外
か
ら
初
め
て
千

曲
市
の
花
火
を
見
に
来
た
と
い
う
ア
ニ
メ

フ
ァ
ン
の
姿
も
見
ら
れ
、
限
定
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
商
品
な
ど
を
多
数
購
入
し
て
い

た
。
東
京
か
ら
来
た
男
性
は
こ
の
日
の
う

ち
に
姨
捨
駅
な
ど
作
中
に
登
場
し
た
舞
台

を
“
聖
地
巡
礼
”
。
す
で
に
３
回
千
曲
市

を
訪
れ
て
い
る
と
い
い
「
聖
地
の
再
現
度

が
す
ご
い
。
今
夜
の
花
火
も
楽
し
み
に
し

て
い
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

３
５
０
を
超
え
る
市
内
外
の
企
業
や
団

体
の
協
賛
に
よ
る
１
万
発
も
の
打
ち
上
げ

花
火
。
今
年
も
「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
」
と

超
特
大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
そ
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
っ
た
。

イ
ル
フ
ェ
ボ
ー
が
銀
賞
・
銅
賞
受
賞

日
本
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
５

お
福
祉
施
設
や
病
院
な
ど
へ
の
コ
ー
ヒ
ー
の

バ
リ
ス
タ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
珈
琲
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
（
事
務
局
・
佐
久
市
）

が
７
月
28
日
、
戸
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
し
た
。
同
連
絡
協
議
会
の
会
員

数
は
22
人
。
東
信
地
区
を
中
心
に
千
曲
市
と

坂
城
町
で
も
活
動
し
て
お
り
、
依
頼
に
応
じ

て
現
地
を
訪
問
し
、
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
珈
琲

を
淹
れ
て
い
る
。
こ
の
日
は
小
沼
史
弥
代
表

い

お
ぬ
ま

ら
２
人
が
コ
ー
ヒ
ー
ミ
ル
を
持
参
し
、
改
良

を
重
ね
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
焙
煎
「
ボ
ー
ち
ゃ
ん

ブ
レ
ン
ド
」
（
ブ
ラ
ジ
ル
産
）
を
振
舞
っ

た
。
今
回
は
15
人
の
利
用
者
が
参
加
し
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
で
用
意
し
た
お
菓
子
や
お
や
き

と
一
緒
に
淹
れ
立
て
の
本
格
派
コ
ー
ヒ
ー
の

い

コ
ク
と
風
味
を
味
わ
っ
た
。
利
用
者
か
ら
は

「
香
り
が
全
然
違
う
」
と
好
評
。
以
前
自
分

で
お
店
を
や
っ
て
い
た
と
い
う
女
性
は
「
こ

ん
な
本
格
的
な
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
こ
と
が
で

き
て
嬉
し
い
。
昔
を
思
い
出
し
ま
し
た
」
と

い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

コ
ー
ヒ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

出
張
バ
リ
ス
タ
サ
ー
ビ
ス

代表取締役の落合良晴さん 銀賞受賞・2023ソレイユメルロ

「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
！
」
ス
ペ
シ
ャ
ル

コ
ラ
ボ
特
大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
（
上
）

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
パ
ネ
ル
（
中
）

県
外
か
ら
訪
れ
た
フ
ァ
ン
（
下
）

昨年末に千曲市役所ガレリアで自身
初の書道の作品展を開催した長田星哉
さん。稲荷山養護学校の在校時から書
道を始め、わずかに動かせる左手を使
い作品を書き続けている。今年の夏に
は長野市の長野聖救主教会の夏まつり
で作品展を開いた。８月３日に戸倉創
造館で行われた福祉の夏まつりにも作
品が展示され、本人も来場した。

出張バリスタの様子
「ボーちゃんブレンド」は「苦みは強いけれど
年配者でも飲みやすい」（小沼代表・写真左）

第
94
回
信
州
千
曲
市
千
曲
川
納
涼
煙
火
大
会

Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
！
」
と
の
コ
ラ
ボ
も

市内のこども食堂が活動内容を紹介

８月11日、屋代高等学校同窓会館
「鳩陵ホール」で同校附属中学校第７
期生（平成30年中学入学∼令和６年
高校卒業）の「二十歳の門出を祝う集
い」が開催された。
実行委員会によると今回の催しは、

中学から高校の６年間を千曲市で過ご
し同校の中高一貫生は市外の生徒が多
いため地元に青春時代を共にした仲間
が少なく、地元で開催される成人式へ
の出席には消極的になってしまう傾向
があるという。このような現状を踏ま
えて地域社会や友人、恩師との結びつ
きを深めるため、中学・高校で共に学
んだ仲間と成人を祝う集いを企画した
という。第７期生は中学３年時に新型

コロナの流行が始まり、様々な影響を
被った世代。当新聞では令和２年の第
２号から１年間にわたり７期生に千曲
市での地域研究活動について連載記事
を担当してもらっていた。当時記事を
書いていた男性も出席しており、当時
の思い出を語ってくれた。

屋代高校附属中学校
第７期生 「二十歳の門出を祝う集い」
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稲
荷
山
祇
園
祭
の
神
輿
の
担
ぎ
手
に

よ
る
有
志
の
会
「
稲
荷
山
神
輿
会
」
が

長
年
の
功
労
に
対
し
て
表
彰
を
受
け

た
。
表
彰
し
た
の
は
長
野
県
神
社
庁
更

級
支
部
と
長
野
県
神
社
総
代
会
更
級
支

会
。
両
団
体
は
コ
ロ
ナ
禍
以
降
大
会
を

開
け
な
か
っ
た
が
、
７
月
29
日
に
長
野

市
の
篠
ノ
井
農
協
会
館
で
７
年
ぶ
り
に

大
会
を
開
催
。
神
輿
会
会
長
の
轟
浩
一

郎
会
長
が
出
席
し
、
支
部
長
か
ら
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
た
。

稲
荷
山
神
輿
会
は
平
成
16
年
（
２
０

０
４
）
に
祭
事
の
継
承
の
た
め
稲
荷
山

の
各
地
区
の
神
輿
の
担
ぎ
手
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
、
今
年
で
22
年
目
と
な
る
。

現
在
の
会
員
は
82
人
。

轟
会
長
は
受
賞
者
の
謝
辞
で
「
地
域

の
発
展
に
も
寄
与
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。
今
回
の
表
彰
を
「
素
晴
ら
し

い
文
化
・
伝
統
の
次
世
代
へ
の
引
き
継

ぎ
の
機
会
に
し
て
い
け
た
ら
」
と
話
し

て
い
る
。

稲荷山神輿会・轟会長（右端）

稲
荷
山
神
輿
会
が
表
彰

毎
年
８
月
11
日
の
「
山
の
日
」
に
開
催
さ
れ

る
千
曲
夏
祭
り
。
屋
代
駅
前
ふ
れ
あ
い
通
り

を
歩
行
者
天
国
に
し
今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ

た
。
ダ
ン
ス
＆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ

で
は
埴
生
小
の
金
管
バ
ン
ド
や
埴
生
中
の
吹

奏
楽
部
の
演
奏
の
ほ
か
、
Ｈ
Ｉ
Ｐ‐

Ｈ
Ｏ
Ｐ

ダ
ン
ス
や
よ
さ
こ
い
、
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス

な
ど
若
者
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
出
演
。
ラ
イ
ブ

ス
テ
ー
ジ
で
は
地
元
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
ほ

か
大
阪
か
ら
は
ツ
イ
ン
ボ
ー
カ
ル
デ
ュ
オ
・

チ
ャ
ー
絆
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
夜
に
は
恒

は
ん

例
の
信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
の
選
手

に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
空
と
な
り
、
ず
ぶ

ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

千
曲
夏
祭
り
２
０
２
５

ダンス＆パフォーマンスステージ

７
月
27
日
、
桜
堂
の
萬
屋
ビ
ル
ヂ
ン
グ
で
同
人
誌
の

即
売
会
「
第
１
回
ち
く
ま
ー
け
っ
と
」
が
開
催
さ
れ

た
。
同
人
誌
と
は
個
人
や
団
体
が
自
費
で
制
作
・
発
行

す
る
雑
誌
や
書
籍
の
こ
と
。
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
が
存
在

し
、
全
国
各
地
で
即
売
会
が
催
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
即
売
会
を
企
画
し
た
の
は
市
内
在
住
の
宮
尾

知
子
さ
ん
。
東
京
か
ら
移
住
し
て
き
た
宮
尾
さ
ん
は
学

生
時
代
に
大
手
の
同
人
誌
即
売
会
に
参
加
し
た
経
験
が

あ
り
、
長
野
市
な
ど
で
も
即
売
会
に
出
店
し
て
い
た

が
、
仲
間
に
声
を
か
け
て
千
曲
市
で
初
め
て
の
開
催
に

こ
ぎ
つ
け
た
。
移
住
し
て
初
め
て
立
ち
寄
っ
た
喫
茶
店

が
和
か
ふ
ぇ
よ
ろ
づ
や
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
萬
屋
ビ
ル

ヂ
ン
グ
を
会
場
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

同
人
誌
は
著
名
な
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
な
ど

を
扱
う
“
二
次
創
作
”
の
も
の
が
多
い
が
、
今
回
の

「
ち
く
ま
ー
け
っ
と
」
で
は
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

で
あ
る
“
一
次
創
作
”
の
作
品
に
限
定
し
た
。
長
野
市

や
諏
訪
市
な
ど
か
ら
参
加
し
た
10
の
サ
ー
ク
ル
が
、
自

身
で
考
案
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
小
説
や
イ
ラ
ス
ト
、

缶
バ
ッ
ジ
な
ど
を
販
売
し
た
。
東
御
市
か
ら
来
た
出
店

者
は
販
売
は
初
経
験
で
「
温
か
い
雰
囲
気
で
楽
し
か
っ

た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
た
。
宮
尾
さ
ん
は
「
自
分
で

考
え
て
販
売
し
て
、
そ
の
喜
び
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と

話
す
。
来
年
以
降
も
開
催
す
る
意
向
だ
と
い
う
。

埴
生
中
学
校
３
年
生
の
高
橋
憂
里

さ
ん
が
所
属
す
る
女
子
軟
式
野
球

チ
ー
ム
・
長
野
東
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
が
全

日
本
中
学
女
子
軟
式
野
球
大
会
に
長

野
県
代
表
と
し
て
出
場
を
果
た
し
た

（
８
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
）
。
長

野
東
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
は
６
月
に
戸
倉
の

野
外
趣
味
活
動
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
た
長
野
県
大
会
を
勝
ち

抜
き
、
２
年
連
続
３
回
目
の
全
国
大

会
出
場
を
決
め
た
。
高
橋
さ
ん
は
京

都
府
で
行
わ
れ
る
大
会
を
前
に
、
石

井
寛
監
督
と
と
も
に
千
曲
市
役
所
を

表
敬
訪
問
。
小
川
市
長
に
全
国
大
会

出
場
を
報
告
し
た
。
初
戦
の
相
手
は

強
豪
の
埼
玉
県
代
表
の
チ
ー
ム
。
大

会
へ
の
抱
負
に
つ
い
て
は
「
昨
年
は

悔
し
い
思
い
を
し
た
先
輩
た
ち
が
い

た
の
で
、
そ
の
気
持
ち
を
胸
に
全
力

を
尽
く
し
て
一
勝
を
目
指
し
て
頑
張

り
た
い
」
と
話
し
た
。
高
橋
さ
ん
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
レ
フ
ト
。
土
曜
と
日

曜
に
長
野
市
の
犀
川
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
練
習
を
行
っ
て
い
る
。

同人誌即売会の様子

小林会長と森会長の対談

「
姨
捨
の
棚
田
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ

保
存
会
」
は
７
月
26
日
、
千
曲
市
役

所
で
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
小
川
市
長
の

ほ
か
、
新
田
恭
士
長
野
県
副
知
事
も

姿
を
見
せ
た
。
発
表
は
同
保
存
会
の

小
林
千
春
会
長
と
千
曲
市
棚
田
保
全

推
進
会
議
の
森
正
文
会
長
に
よ
る
対

談
形
式
で
進
め
ら
れ
た
。
森
会
長
に

よ
れ
ば
姨
捨
の
棚
田
に
は
昭
和
25
年

か
ら
31
年
頃
ま
で
は
オ
オ
ル
リ
シ
ジ

ミ
が
一
番
い
た
と
い
い
、
農
作
業
中

に
も
よ
く
目
に
し
た
と
語
っ
た
、
そ

れ
が
蝶
マ
ニ
ア
に
よ
る
乱
獲
で
激
減

し
た
と
さ
れ
る
が
、
ほ
か
に
も
農
薬

の
空
中
散
布
な
ど
の
影
響
も
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
幼
虫
の
食
草
と
な

る
ク
ラ
ラ
が
育
て
ら
れ
な
く
な
っ
た

こ
と
も
大
き
い
と
い
う
。
小
林
会
長

は
「
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
ク
ラ
ラ
を

植
え
て
増
や
す
こ
と
」
と
語
っ
た
。

更
級
農
業
高
校
の
生
徒
に
よ
る
取

組
も
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、
八
幡
に
工

場
を
持
つ
㈱
ア
ク
テ
ィ
オ
は
自
社
工

場
の
緑
地
内
に
ク
ラ
ラ
を
植
栽
す
る

予
定
を
明
か
し
た
。
ま
た
安
曇
野
市

や
東
御
市
、
飯
山
市
で
保
全
活
動
を

行
う
会
の
代
表
ら
か
ら
現
状
が
報
告

さ
れ
、
最
後
に
日
本
鱗
翅
学
会
の
田

り
ん
し

下
昌
志
評
議
員
が
総
括
を
行
っ
た
。

保
存
会
が
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

「
姨
捨
の
棚
田
に
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
を
復
活
さ
せ
よ
う
」

オオルリシジミの写真

千
曲
市
内
で
初
の
同
人
誌
即
売
会
を
開
催

第
１
回
ち
く
ま
ー
け
っ
と

高橋憂里さん（埴生中学校）

夏
越
の
大
祓
の
７
月
31
日
に
執
り
行
わ
れ
る

須
須
岐
水
神
社
の
茅
の
輪
祭
り
。
昨
年
は
屋
代

商
業
振
興
会
に
よ
り
５
年
ぶ
り
に
神
社
前
の
屋

代
夏
祭
り
と
歩
行
者
天
国
も
復
活
し
た
。
今
年

も
横
町
信
号
か
ら
万
年
通
り
入
口
ま
で
を
歩
行

者
天
国
と
し
て
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
ブ
ー
ス
が

出
店
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

や
イ
ー
ス
ト
ミ
ラ
ク
ル
キ
ッ
ズ
に
よ
る
一
輪
車

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
屋
代
高
校
ダ
ン
ス
班
の

ダ
ン
ス
の
ほ
か
空
手
団
体
の
演
武
な
ど
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
会
場
で
は
小
島
の
工
務
店
Ｇ
Ｒ

Ａ
Ｎ
Ｔ
が
中
心
と
な
り
建
築
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
昨
年
は
左
官
（
漆

喰
）
の
実
演
を
行
っ
た
が
、
今
年
は
建
前
を
行

い
、
筋
交
い
や
屋
根
に
垂
木
を
取
り
付
け
た
り

す
じ
か

た
る
き

す
る
工
程
を
実
演
し
た
。
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｔ
の
高
地

和
成
さ
ん
は
「
建
築
業
界
は
い
ま
人
手
不
足
。

少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

屋
代
夏
祭
り
・
茅
の
輪
祭
り

イ
ー
ス
ト
ミ
ラ
ク
ル
キ
ッ
ズ

高
橋
憂
里
さ
ん
（
埴
生
中
）

全
日
本
中
学
女
子
軟
式
野
球
大
会

長
野
東
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ

余
儀
な
く
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
や
、
中
止
に
な
っ

た
演
目
も
あ
っ
た
が
、
飲
食
の
屋
台
や
団
体
の

ブ
ー
ス
に
は
大
勢
の
家
族
連
れ
や
若
者
ら
が
並

ん
で
い
た
。

須須岐水神社の茅の輪
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歌
壇

安
曇
於
保
奈

選

あ

ず
み

お

ほ

な

【
秀
逸
】

塀
越
し
に
神
輿
の
屋
根
が
通
り
ゆ
く

子
ら
の
掛
け
声
夏
が
始
ま
る

甘
利
真
澄

街
の
夏
祭
り
。
子
ど
も
神
輿
が
う
ね

る
。
塀
が
あ
っ
て
作
者
の
眼
に
は
神
輿

の
屋
根
し
か
見
え
な
い
が
、
子
ど
も
ら

の
元
気
な
掛
け
声
が
聞
こ
え
て
き
て
、

神
輿
全
体
が
見
え
て
い
る
か
の
よ
う
。

屋
根
が
通
り
過
ぎ
る
、
の
詩
句
に
よ
り

秀
逸
な
歌
に
な
っ
た
。

【
佳
作
】

幾
十
の
手
毬
の
ご
と
き
大
花
火
赤
が
緑

に
変
り
て
消
え
ぬ

中
村
邦
久

夏
の
大
花
火
を
手
毬
の
よ
う
だ
と
詠

う
作
者
。
こ
の
詩
句
で
歌
に
な
っ
た
。

確
か
に
い
く
つ
も
の
手
毬
が
上
が
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
赤
か
ら
緑
に
変

り
、
そ
し
て
消
え
て
い
く
。
一
瞬
の

夏
。
儚
い
が
ゆ
え
に
美
し
い
。

【
入
選
】

長
岡
の
花
火
に
あ
そ
ぶ
浴
衣
の
娘
フ
リ

こ

ル
の
帯
に
イ
ヤ
リ
ン
グ
き
ら
り中

村
妙
子

母
は
此
方
の
施
設
に
慣
れ
て
と
報
せ
く

る
会
う
こ
と
難
き
遠
き
街
か
ら

百
合

ア
ル
コ
ー
ル
の
依
存
の
病
を
講
義
す
る

元
ア
イ
ド
ル
の
話
に
は
っ
と
す湯

本
孝
一

空
き
家
屋
に
毎
日
響
く
暴
れ
玉
注
意
を

す
る
も
唇
さ
む
し

昼
行
燈

旅
を
終
え
止
め
し
時
間
を
動
か
せ
ば
い

つ
も
の
日
々
の
や
さ
し
さ
し
み
るつき

は
ら

盆
休
み
元
気
に
笑
う
初
孫
に
遺
影
の
先

祖
は
笑
顔
浮
か
べ
ぬ

小
橋
浩
樹

ク
リ
ッ
プ
を
指
に
挟
ん
で
数
字
見
る
夫

の
血
中
酸
素
９
１

宮
坂
岩
子

朝
顔
を
己
が
心
に
写
し
取
り
今
日
一
日

の
笑
顔
と
な
さ
ん

土
朗

高
野
公
彦
の
『
水
の
自
画
像
』
か

ら
。

岐
路
い
く
つ
あ
り
て
そ
の
都
度
え
ら
び

た
る
わ
が
道
、
今
は
一
つ
細
道

断
崖
を
大
落
下
す
る
一
瀑
布
そ
の
純
白

は
水
の
自
画
像

【
応
募
要
領
】

■
官
製
は
が
き
に
三
首
ま
で
（
二
重
投

稿
は
不
可
）

■
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
付
記

■
締
め
切
り
毎
月
十
日

■
宛
先
〒
３
８
７‐

０
０
１
２

千
曲

市
桜
堂
５
２
１

屋
代
西
沢
書
店
２
階

ち
く
ま
未
来
新
聞

歌
壇
係

長
野
市
篠
ノ
井
の
塩
崎
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
年
長
～
小
学
６
年
生
ま
で

を
対
象
に
し
た
「
ス
ポ
チ
ャ
レ
ク
ラ

ブ
」
は
塩
崎
小
学
校
体
育
館
で
８
月

２
日
、
千
曲
坂
城
消
防
本
部
の
関
哲

哉
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
こ
の
日
集

ま
っ
た
約
20
人
の
子
ど
も
た
ち
が
ボ
ク

シ
ン
グ
体
験
を
し
た
。

関
さ
ん
は
消
防
本
部
に
勤
務
す
る

傍
ら
、
２
年
前
ま
で
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
経
歴
の
持
ち

主
。
今
回
の
体
験
会
に
は
「
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
ボ
ク
シ
ン
グ
も
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
き
っ
か
け
に
な
れ

た
ら
」
の
思
い
か
ら
講
師
参
加
と

な
っ
た
。

こ
の
日
参
加
し
た
最
年
少
の
畔
上

凛
ち
ゃ
ん
（
５
歳
／
篠
ノ
井
）
は

「
パ
ン
チ
す
る
の
が
気
持
ち
良
く
て

楽
し
か
っ
た
。
ま
た
や
っ
て
み
た

い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

同
ク
ラ
ブ
広
報
の
禰
津
利
之
部
長

は
「
月
に
4
回
行
う
ス
ポ
チ
ャ
レ
で

ボ
ク
シ
ン
グ
は
初
め
て
の
開
催
だ
っ

た
が
女
子
の
参
加
も
多
く
、
今
後
も

機
会
を
つ
く
り
た
い
。
子
ど
も
た
ち

が
色
々
な
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
自

分
の
好
き
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
た
。

関
さ
ん
は
現
在
、
坂
城
消
防
署
に

配
属
中
だ
が
、
市
民
へ
の
ボ
ク
シ
ン

グ
の
普
及
や
健
康
増
進
に
寄
与
す
る

長
野
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
に
参

加
し
て
い
る
。
ま
た
、
千
曲
市
や
坂

城
町
の
保
育
園
児
に
防
災
の
絵
本
の

寄
贈
も
行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
ボ
ク
シ
ン
グ
体
験

ス
ポ
チ
ャ
レ
ク
ラ
ブ

関
哲
哉
さ
ん
（
千
曲
坂
城
消
防
本
部
勤
務
）
が
特
別
講
師

千曲市内モニュメント巡り(第１回)

関
哲
哉
さ
ん

塩
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
こ
ど
も
た
ち

７
月
26
日
か
ら
８
月
24
日
ま
で
、
森
将

軍
塚
古
墳
館
で
夏
季
企
画
展
「
さ
ら
し
な

は
に
し
な

山
城
の
一
生
」
が
開
催
さ

れ
た
。
森
将
軍
塚
に
隣
接
す
る
屋
代
城
跡

の
ほ
か
荒
砥
城
跡
や
葛
尾
城
跡
な
ど
更
埴

地
区
の
山
城
の
出
土
資
料
や
、
屋
代
家
の

貴
重
な
古
文
書
な
ど
を
展
示
し
た
。

長
野
市
の
塩
崎

城
か
ら
は
戦
の
際

の
投
石
用
と
み
ら

れ
る
「
つ
ぶ
て

石
」
が
出
土
し
て

い
る
。
投
石
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
る

が
、
出
土
地
に
は

な
い
種
類
の
石
が

ま
と
ま
っ
て
出
土

し
た
こ
と
か
ら
合

戦
に
備
え
て
用
意
し
て
い
た
可
能
性
が
高

ま
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
屋
代
政
国
の

子
・
正
長
が
長
篠
の
戦
で
戦
死
し
た
際
に

着
用
し
て
い
た
と
伝
わ
る
血
染
め
の

「
経
帷
子
」
（
経
文
を
書
い
た
装
束
）
も

き
ょ
う
か
た
び
ら

古
墳
館
で
初
め
て
公
開
し
た
。

夏
季
企
画
展
期
間
中
の
８
月
３
日
に
は

古
墳
館
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
。

「
グ
ル
ー
ボ
オ
ラ
サ
ォ
ン
」
が
ブ
ラ
ジ
ル

の
民
族
楽
器
で
シ
ャ
ン
ソ
ン
「
パ
リ
の
空

の
下
」
な
ど
の
ナ
ン
バ
ー
を
演
奏
し
た
。

山
城
の
一
生

森
将
軍
塚
古
墳
館
夏
季
企
画
展

さ
ら
し
な

は
に
し
な

つぶて石

ロビーコンサート

合併前の旧更埴市では東京の
多摩美術大学と「モニュメント
制作協定」を締結し、昭和60年
（1985）から62年（1987）
にかけて市内各地に学生たちが
制作した作品の設置を行ってき
た。その後も平成11年まで設置
が続けられ総数は61にも上る。
作品の種類は人物のブロンズ像
や石像、鉄製のオブジェクトな
ど多岐にわたり、これらのモ
ニュメントはいまも街並みや景
色に溶け込んでいる（1作品は
劣化のため今年2月撤去済）。
当紙ではこれらのモニュメン

トを現在調査＆撮影中。「文化
伝承創造都市」を掲げる千曲市
の大切な文化財を改めて紹介し
ていく（戸倉地区、上山田地区
の屋外彫刻も掲載予定）。

文筆後の測量で面積が変更になる場合があります

「あんず」（昭和61年度）
作者︓深作 洋子

場所︓あんずの里観光会館
／森

「育」（平成11年度）
作者︓森 大輔

場所︓403号バイパス
ポケットパーク／土口

１
階
平
面
図

２
階
平
面
図

090-4054-5816



令和７年(２０２５年) ９月１日発行 第６８号１１面 【連載・カルチャー】

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
寝
込
ん
で
三
日
が
過
ぎ
た
。
こ
ん

な
に
長
く
寝
込
む
の
は
い
つ
以
来
だ
ろ
う
。
家
族
に
う
つ

さ
な
い
よ
う
自
室
に
こ
も
り
、
天
井
を
見
な
が
ら
考
え
て

い
る
と
、
十
年
前
に
亡
く
な
っ
た
祖
母
の
顔
が
浮
か
び
、

小
学
生
の
頃
を
思
い
出
し
た
。

※

ど
ん
な
風
邪
を
ひ
い
た
か
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
小
学

生
だ
っ
た
僕
は
学
校
を
休
み
、
家
で
寝
込
ん
で
い
た
。
そ

の
と
き
看
病
し
て
く
れ
た
の
が
祖
母
だ
っ
た
。
学
校
を
休

ん
で
二
日
目
だ
っ
た
と
思
う
。
お
か
ゆ
に
も
飽
き
、
さ
ら

に
調
子
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
っ
た
僕
は
「
お
か
ゆ
以
外
の

物
を
食
べ
た
い
」
と
祖
母
に
ね
だ
っ
た
。

僕
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た
か
ら
、
祖
母
の
手
料
理

も
よ
く
食
べ
て
い
た
。
薄
焼
き
や
、
お
や
き
な
ど
、
子
供

が
と
き
め
く
よ
う
な
料
理
で
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
素

朴
な
美
味
し
さ
が
僕
は
好
き
だ
っ
た
。
そ
ん
な
祖
母
が
一

時
間
後
に
運
ん
で
き
た
の
は
意
外
に
も
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
だ
っ

た
。
お
皿
の
中
身
を
見
る
と
じ
ゃ
が
芋
が
や
け
に
存
在
感

を
放
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
カ
レ
ー
は
大
好
物
で
、
具
で

は
じ
ゃ
が
芋
が
一
番
好
き
だ
っ
た
。

僕
は
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
カ
レ
ー
を
口
に
運
ん
だ
。
そ

の
瞬
間
、
妙
な
違
和
感
を
覚
え
た
。
じ
ゃ
が
芋
が
甘
い
。

し
か
も
何
故
か
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
て
い
る
。
じ
ゃ
が
芋
の

ほ
っ
く
り
と
し
た
触
感
と
は
ま
っ
た
く
違
う
。
正
直
ま
ず

い
。

「
ね
え
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
こ
の
じ
ゃ
が
芋
な
ん
か
変
だ

よ
」

「
あ
あ
、
そ
れ
は
ね
、
じ
ゃ
が
芋
じ
ゃ
な
く
て
り
ん
ご
。

テ
レ
ビ
で
カ
レ
ー
に
り
ん
ご
を
入
れ
る
と
美
味
し
い
っ
て

言
っ
て
た
か
ら
」

祖
母
は
自
信
満
々
に
答
え
た
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
り
ん
ご
は
す
り
お
ろ
し
て
入
れ
る
ん

だ
。
こ
ん
な
の
食
べ
ら
れ
な
い
よ
」

す
り
お
ろ
す
こ
と
は
カ
レ
ー
ル
ウ
の
Ｃ
Ｍ
で
知
っ
て
い

た
。
そ
の
知
識
を
も
と
に
、
厳
し
く
指
摘
す
る
と
、
祖
母

は
「
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。
ご
め
ん
ね
」
と
少
し
悲
し
そ
う

な
顔
で
台
所
に
戻
っ
て
い
っ
た
。

こ
ん
な
の
食
べ
ら
れ
な
い
と
拒
絶
し
た
カ
レ
ー
だ
っ
た

け
ど
、
祖
母
の
悲
し
そ
う
な
顔
に
罪
悪
感
を
覚
え
た
僕
は
、

結
局
す
べ
て
た
い
ら
げ
た
。
り
ん
ご
だ
と
思
っ
て
食
べ
れ

ば
そ
れ
ほ
ど
ま
ず
く
は
な
か
っ
た
。
少
し
す
る
と
、
祖
母

が
今
度
は
り
ん
ご
を
剥
い
て
運
ん
で
き
て
く
れ
た
。

「
あ
れ
、
全
部
食
べ
た
ん
だ
ね
」
と
嬉
し
そ
う
に
言
い
な

が
ら
、
り
ん
ご
を
僕
の
近
く
に
置
く
。
僕
は
さ
っ
そ
く
楊

枝
に
刺
さ
っ
た
り
ん
ご
を
口
に
入
れ
た
。
す
る
と
口
の
中

に
違
和
感
が
広
が
っ
た
。

「
ん
、
こ
れ
な
ん
か
臭
い
よ
」

「
あ
っ
、
玉
ね
ぎ
を
切
っ
た
ま
な
板
で
切
っ
た
か
ら
だ
。

ご
め
ん
ご
め
ん
。
ま
た
や
っ
ち
ゃ
っ
た
」

祖
母
は
は
じ
け
る
よ
う
に
笑
っ
た
。
そ
の
笑
顔
を
見
て
、

怒
っ
て
い
た
は
ず
の
僕
も
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。

※

祖
母
の
笑
顔
を
思
い
出
し
て
い
る
と
、
な
ん
だ
か
泣
き

た
く
な
っ
た
。

祖
母
の
作
っ
て
く
れ
た
カ
レ
ー
は
決
し
て
美
味
し
く
は

な
か
っ
た
。
だ
け
ど
、
家
族
か
ら
隔
離
さ
れ
、
一
人
き
り

の
部
屋
で
寝
込
ん
で
い
る
と
、
無
性
に
祖
母
の
カ
レ
ー
が

食
べ
た
く
な
っ
た
。
い
や
、
祖
母
に
会
い
た
く
な
っ
た
。

選
者

宇
沢
伊
十

年
取
っ
た
恨
み
も
減
っ
た
付
き
合
い
もとし

を

恨
む
の
は
歌
の
中
だ
け
演
歌
節

玉
雪

殴
ら
れ
て
負
け
て
恨
め
ぬ
ボ
ク
シ
ン
グ義

忠

熊
居
ぬ
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら
庭
へ
出
る正

文

跡
取
り
と
言
わ
れ
続
け
て
都
落
ち

謙
三

腰
据
え
て
迷
わ
ぬ
我
が
身
野
菜
畑

依
子

蝉
さ
え
も
避
暑
に
行
っ
た
か
声
も
せ
ず俊

明

楽
し
い
川
柳

千
曲
川
柳
会

お
じ
ょ
こ
な
８
０
０
字
小
説

第
四
十
九
回「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」

選
者

青
木
く
美
子
（
り
ん
ど
う
同
人
）

茗
荷
汁
固
有
名
詞
の
出
ぬ
齢

紀
佐
子

山
道
や
形
見
の
杖
の
墓
参
り

直
喜

終
列
車
の
尾
灯
は
る
か
や
天
の
川

秀
貴

夏
掛
け
の
吾
子
大
好
き
な
ア
ン
パ
ン
マ
ン

か
ほ
る

頷
い
て
聞
く
盆
僧
の
法
話
か
な

久
惠

勝
負
つ
き
ミ
ン
ミ
ン
蝉
の
ス
タ
ジ
ア
ム

奈
美
江

夕
涼
み
ほ
て
り
の
残
る
パ
イ
プ
イ
ス美

恵
子

始
業
迫
る
赤
信
号
の
炎
暑
か
な

宮
恵
美

降
り
立
ち
て
羽
織
る
も
の
脱
ぐ
処
暑
の
駅

有
美
子

に
ぎ
わ
い
の
去
り
し
境
内
処
暑
の
風房

子

次
世
代
に
繋
ぐ
語
り
部
原
爆
忌

恵
美
子

一
人
居
や
ち
ち
ろ
の
音
色
友
と
し
て孝

子

朝
ど
り
の
野
菜
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
秋
高
し

厚
子

小
中
高
子
等
中
心
の
盂
蘭
盆
会

み
き
子

ひ
と
し
き
り
鳴
い
て
み
ん
み
ん
裏
山
へ

一
子

今
宵
ま
た
ち
ち
ろ
の
音
色
酌
み
交
わ
す

隆
一

ち
く
ま
未
来
俳
句

俳
句
で
人
生
に
潤
い
を
、
お
気
軽
に

ご
投
句
下
さ
い
。
■
投
句
先

〒
３

８
７‐

０
０
１
２
千
曲
市
桜
堂
５
２

１

ち
く
ま
未
来
新
聞
「
俳
句
係
」

（
屋
代
西
沢
書
店
２
階
）

塚田浩司／柏屋当主。屋代出身。著者紹介

第３回 ひなた短編文学賞
応募終了 過去最多の応募作品
フレックスジャパン㈱が主催する「第３回ひなた

短編文学賞」は７月31日に応募を締め切った。全国
から多彩な作品が寄せられ、応募総数は８３９件と
過去最高を更新した。現在選考中で10月30日に受
賞タイトルを発表し、ひなた工房ウェブサイト等に
て公開する予定。受賞作品は冊子にまとめて「ベス
トドレッサー賞」授賞式で配布される。11月下旬に
はサイトでも全文公開となる。今回後援を行った

「ちくま未来新聞」紙
上でも大賞作品（１作
品）を掲載する。

ひ
な
た
工
房

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
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ボアルース長野
フットサルＦリーグ ディビジョン１

ホームで劇的な２勝目
ボ
ア
ル
ー
ス
長
野
は
７
月
以
降
苦
戦
が

続
い
て
い
た
が
７
月
27
日
の
千
曲
大
会
・

湘
南
戦
で
０‐

０
の
ス
コ
ア
レ
ス
ド
ロ
ー

で
し
ぶ
と
く
勝
ち
点
１
を
も
ぎ
取
る
。
８

月
10
日
に
は
ホ
ー
ム
・
こ
と
ぶ
き
ア
リ
ー

ナ
に
11
位
の
横
浜
を
迎
え
た
。
長
野
に

と
っ
て
Ｆ
１
残
留
の
た
め
に
絶
対
に
勝
っ

て
お
き
た
い
相
手
。
１‐

１
で
迎
え
た
後

半
、
長
野
は
ケ
ガ
か
ら
復
帰
し
た
米
村
の

ゴ
ー
ル
で
勝
ち
越
し
に
成
功
。
だ
が
残
り

３
分
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で
パ
ワ
ー
プ
レ
イ

を
仕
掛
け
た
横
浜
が
執
念
の
同
点
ゴ
ー

ル
。
惜
し
く
も
こ
と
ア
リ
で
の
初
勝
利
を

逃
し
た
。
試
合
後
、
土
橋
Ｇ
Ｍ
は
「
勝
ち

き
れ
な
い
」
と
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。

８
月
17
日
は
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ
で
10
位

の
大
分
戦
。
開
始
早
々
に
失
点
を
喫
し
、

前
半
で
０‐

２
と
苦
し
い
展
開
だ
っ
た
が

後
半
に
怒
涛
の
反
撃
。
残
り
時
間
２
分
に

上
林
が
同
点
弾
を
決
め
る
と
、
残
り
５
秒

で
再
び
上
林
が
決
勝
ゴ
ー
ル
。
劇
的
な
勝

利
で
横
浜
を
抜
き
最
下
位
を
脱
出
し
た
。

フットサル

女
子
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
・
Ｗ

Ｅ
リ
ー
グ
２
０
２
５
／
２
６
シ
ー
ズ

ン
が
８
月
開
幕
。
そ
れ
に
先
立
ち
８

月
１
日
、
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
レ

デ
ィ
ー
ス
の
稲
村
雪
乃
キ
ャ
プ
テ
ン

が
千
曲
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
た
。

パ
ル
セ
イ
ロ
レ
デ
ィ
ー
ス
は
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
の
16
市
町
村
す
べ
て
に

パ
ー
ト
ナ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
選
出
し

て
お
り
、
千
曲
市
は
稲
村
キ
ャ
プ
テ

ン
（
宮
田
村
出
身
）
が
担
当
す
る
。

今
季
の
パ
ル
セ
イ
ロ
は
10
人
の
選
手

が
新
加
入
。
稲
村
選
手
は
「
目
標
は

５
位
以
内
。
自
分
は
縦
へ
の
推
進
力

が
持
ち
味
な
の
で
チ
ー
ム
に
貢
献
出

来
た
ら
」
と
語
っ
た
。
８
月
９
日
に

は
ホ
ー
ム
の
長
野
Ｕ
ス
タ
で
開
幕
戦

を
戦
っ
た
（
長
野
０‐

２
新
潟
）
。

一
方
の
Ｊ
３
の
男
子
は
信
州
ダ
ー

ビ
ー
後
は
連
敗
と
低
迷
が
続
い
て
い

る
。
８
月
30
日
の
北
九
州
戦
で
は
千

曲
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
と
し
て
Ｔ

Ｖ
ア
ニ
メ
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
！
」
と

の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

稲村雪乃キャプテン

ＡＣ長野パルセイロレディース
稲村キャプテンが千曲市を表敬訪問

WEリーグ開幕

サッカー

「
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
キ
ャ
ラ

バ
ン
カ
ー
が
８
月
19
日
、
千
曲
市
役
所
を
訪
問
し

た
。
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
「
耳
が
聞
こ
え
な
い
人
や

聞
こ
え
に
く
い
人
の
た
め
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
く
４
年
に
一
度
開
催
さ
れ
、
今

年
日
本
で
初
め
て
の
夏
季
大
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ

る
。
千
曲
市
で
は
今
年
度
よ
り
「
千
曲
市
手
話
言
語

条
例
」
が
施
行
さ
れ
て
お
り
、
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
が
訪
問
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
も
れ
び
テ
ラ

ス
で
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
千
曲
市
聴
覚
障
害

者
協
会
の
中
村
由
隆
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、
小
川
市

長
も
手
話
を
交
え
て
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。
そ
の
後
、

長
野
県
出
身
の
日
本
代
表

選
手
が
パ
ネ
ル
で
紹
介
さ

れ
た
。
東
京
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
11
月
15
日
か
ら
26

日
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

屋代高校野球班68年ぶり

ベスト８祝勝会開催
高校野球

vsアルビレックス新潟レディース
（８月９日）

第
１
０
７
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

長
野
大
会
で
68
年
ぶ
り
に
ベ
ス
ト
８
進
出
を

決
め
た
屋
代
高
校
野
球
班
の
祝
勝
会
が
屋
代

高
校
同
窓
会
館
で
執
り
行
わ
れ
た
。

会
場
で
は
前
回
昭
和
32
年
（
第
39
回
大

会
）
に
８
強
入
り
し
た
際
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ

た
春
原
正
道
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
読

み
上
げ
ら
れ
た
。
春
原
さ
ん
か
ら
は
ナ
イ
ン

全
員
に
山
本
五
十
六
の
名
言
「
男
の
修
業
」

の
書
を
収
め
た
額
も
贈
呈
さ
れ
た
。
主
将
の

西
村
陽
太
郎
く
ん
（
森
出
身
）
は
「
屋
代
高

校
野
球
班
で
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
と
っ
て

良
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
感
謝
を

屋
代
高
校
同
窓
会
館

ｖｓ湘南ベルマーレ（７月27日）ｖｓY.S.C.C.横浜（８月10日）

13日（土）19：00∼
vs ガイナーレ鳥取

J3 AC長野パルセイロ ９月日程（ホーム）

14日（日）18：00∼
vs ｼﾞｪﾌ千葉ﾚﾃﾞｨｰｽ
27日（土）18：00∼
vs INAC神戸ﾚｵﾈｯｻ

パルセイロレディース ９月日程（ホーム）試
合
会
場
は
す
べ
て

長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が

千
曲
市
役
所
を
訪
問

述
べ
た
。

祝
勝
会
に
続
い
て

野
球
班
Ｏ
Ｂ
の
小
林

偉
月
さ
ん
（
早
稲
田

大
学
準
硬
式
野
球

部
）
と
谷
保
梓
樹
さ

ん
（
元
・
東
京
大
学

野
球
部
）
が
後
輩
た

ち
に
大
学
受
験
に
向

け
て
の
勉
強
法
の
講

義
を
行
っ
た
。

９
月
は
長
野
の
ホ
ー
ム
戦
は
無
し

次
戦
は
１
０
月
７
日
の
千
曲
大
会


